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平成２５年第２回奈井江町議会定例会 

 

平成２５年６月１８日（火曜日） 

午前９時５９分開会 

 

 

○ 議事日程（第１号） 

第 1 会議録署名議員の指名について 

第 2 会期の決定について 

第 3 議長諸般報告 

     １．会務報告 

     ２．議会運営委員会報告 

     ３．委員会所管事務調査報告 

     ４．例月出納定例検査報告 

第 4 行政報告（町長、教育長） 

第 5 町政一般質問（通告順） 

第 6 報告第１号 平成２４年度奈井江町一般会計予算繰越明許費繰越計算書につ 

いて 

第 7 報告第２号 奈井江町第５期まちづくり計画「後期実施計画」の変更につい 

         て 

第 8 報告第３号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定） 

第 9 報告第４号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定） 

第 10 報告第５号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定） 

第 11 議案第１号 平成２５年度奈井江町一般会計補正予算（第２号） 

第 12 議案第２号 平成２５年度奈井江町国民健康保険事業会計補正予算（第１ 

号） 

第 13 議案第３号 平成２５年度奈井江町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

         １号） 

第 14 議案第４号 平成２５年度奈井江町下水道事業会計補正予算（第１号） 

第 15 議案第５号 平成２５年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計補正予算 

（第１号） 

第 16 議案第12号 工事請負契約について【奈井江小学校大規模改造建築主体工 

事（第２期工事）】 

第 17 議案第13号 工事請負契約について【奈井江中学校耐震補強工事（第一期 

工事）】 

第 18 請願第１号 札幌航空交通管制部の存続・充実を求める意見書の採択を求 

める請願書 

第 19 請願第２号 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１/２への復元、「３０ 



 

人以下学級」 の実現をめざす教職員定数改善、就学保障充実 

など2014年度国家予算編成における教育予算確保・拡充に向 

けた意見書の採択を求める請願書 

 

 

○ 出席議員（１０名） 

    １番  遠 藤 共 子      ２番  石 川 正 人 

    ３番  三 浦 きみ子      ４番  大 矢 雅 史 

    ５番  森 岡 新 二      ６番  森   繁 雄 

   ７番  笹 木 利津子      ８番  森 山   務 

９番  鈴 木 一 男     １０番  堀   松 雄 

 

 

○ 欠席議員（０人） 

 

 

○ 地方自治法第１２１条により出席した者の氏名 

    町 長  北   良 治 

    副 町 長  三 本 英 司 

    教 育 長  萬   博 文 

    会 計 管 理 者  篠 田 茂 美 

ま ち づ く り 課 長  相 澤   公 

くらしと財務課長  小 澤 克 則 

    ふるさと振興課長  碓 井 直 樹 

    お も い や り 課 長  馬 場 和 浩 

    ま ち な み 課 長  大 津 一 由 

    健 康ふれあい課長  小 澤 敏 博 

    やすらぎの家施設長  表   久 義 

    教 育 次 長  鈴 木   隆 

    くらしと財務課長補佐  秋 葉 秀 祐 

    教 育 委 員 長  山 中 敦 子 

    農 業 委 員 会 会 長  桑 島 雅 憲 

代 表 監 査 委 員  中 野 浩 二 

 

○ 職務のために出席した者の職氏名 

    議 会 事 務 局 長  岩 口   茂 

    庶 務 係 長  栗 山 ひろみ 

 

 



 

平成２５年第２回奈井江町議会定例会 

 

平成２５年６月２０日（木曜日） 

午前１０時００分開会 

 

 

○ 議事日程（第２号） 

第 1 会議録署名議員の指名について 

第 2 議案第６号 奈井江町手数料条例の一部を改正する条例 

第 3 議案第７号 奈井江町子ども・子育て会議設置条例 

第 4 議案第８号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について 

第 5 議案第９号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について 

第 6 議案第10号 奈井江町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更について 

第 7 議案第11号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること 

について 

第 8 請願第１号 札幌航空交通管制部の存続・充実を求める意見書の採択を求 

める請願書 

第 9 請願第２号 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１/２への復元、「３０ 

人以下学級」 の実現をめざす教職員定数改善、就学保障充実 

など2014年度国家予算編成における教育予算確保・拡充に向 

けた意見書の採択を求める請願書 

第 10 意見案第1号 札幌航空交通管制部の存続・充実を求める意見書 

第 11 意見案第2号 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１/２への復元、「３０ 

人以下学級」 の実現をめざす教職員定数改善、就学保障充実 

など2014年度国家予算編成における教育予算確保・拡充に向 

けた意見書 

第 12 会議案第1号 議員の派遣承認について 

第 13 調査第１号 議会運営委員会の調査の付託について 

第 14 調査第２号 所管事務調査の付託について 

 

 

○ 出席議員（１０名） 

    １番  遠 藤 共 子      ２番  石 川 正 人 

    ３番  三 浦 きみ子      ４番  大 矢 雅 史 

    ５番  森 岡 新 二      ６番  森   繁 雄 

   ７番  笹 木 利津子      ８番  森 山   務 

９番  鈴 木 一 男     １０番  堀   松 雄 

 

 



 

○ 欠席議員（０人） 

 

 

○ 地方自治法第１２１条により出席した者の氏名 

    町 長  北   良 治 

    副 町 長  三 本 英 司 

    教 育 長  萬   博 文 

    会 計 管 理 者  篠 田 茂 美 

ま ち づ く り 課 長  相 澤   公 

くらしと財務課長  小 澤 克 則 

    ふるさと振興課長  碓 井 直 樹 

    お も い や り 課 長  馬 場 和 浩 

    ま ち な み 課 長  大 津 一 由 

    健 康ふれあい課長  小 澤 敏 博 

    やすらぎの家施設長  表   久 義 

    教 育 次 長  鈴 木   隆 

    くらしと財務課長補佐  秋 葉 秀 祐 

    教 育 委 員 長  山 中 敦 子 

    農 業 委 員 会 会 長  桑 島 雅 憲 

代 表 監 査 委 員  中 野 浩 二 

 

○ 職務のために出席した者の職氏名 

    議 会 事 務 局 長  岩 口   茂 

    庶 務 係 長  栗 山 ひろみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

                               （９時５９分） 

                                       

開会開会開会開会・・・・挨拶挨拶挨拶挨拶    

 

●議長 

 皆さん、おはようございます。 

 連日の好天に恵まれまして、若干、渇き気味でありましたが、今日は久しぶりの雨と

なりましたが、第２回の定例会出席大変ご苦労さまです。 

 只今、出席議員１０名で定足数に達しておりますので、平成２５年奈井江町議会第２

回定例会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１１１１    会議録署名議員会議録署名議員会議録署名議員会議録署名議員のののの指名指名指名指名についてについてについてについて    

 

●議長 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２２条の規定により、１番遠藤議員、２番石川議員

を指名します。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第２２２２    会期会期会期会期のののの決定決定決定決定についてについてについてについて    

 

●議長 

 日程第２、会期の決定を議題とします。 

 おはかりします。 

 今期、定例会の会期は、本日から２０日までの３日間としたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 会期は、本日から２０日までの３日間に決定しました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第３３３３    議長諸般報告議長諸般報告議長諸般報告議長諸般報告                    （１０時０１分） 

１１１１．．．．会務報告会務報告会務報告会務報告    

 



 

●議長 

 日程第３、議長諸般報告を行います。 

 会務報告は、書面のとおりですので、ご了承願います。 

                                       

                                       

２２２２．．．．議会運営委員会報告議会運営委員会報告議会運営委員会報告議会運営委員会報告                     

 

●議長 

 議会運営委員会報告について、委員長の発言を許します。 

 議会運営委員長、６番森議員。 

 

（議会運営委員長 登壇） 

 

●６番 

 皆さん、改めて、おはようございます。 

 第２回定例会に向けまして、議会運営委員会を開催致しておりますので、ご報告を申

し上げたいと思います。 

 委員会開催日、調査事項、調査内容の順番でご報告を申し上げていきたいと思います。 

 委員会開催日平成２５年３月１５日、第１回定例会に関する議会運営についてでござ

います。調査内容と致しましては、①追加議案について、②民生委員推薦会委員の推薦

についてでございます。 

 ２つ目と致しまして、委員会開催日平成２５年４月２４日でございます。調査事項は、

第２回臨時会に関する議会運営についてでございます。調査内容は、①会期及び議事日

程について、②議案審議についてでございます。 

 続きまして、委員会開催日平成２５年５月２２日でございます。調査事項は、議会運

営についてで、これは先進地視察も含まれております。 

 午前中に栗山町議会を議会運営委員会で視察させて頂きました。 

 それから、調査内容と致しましては、①議会の活性化についてについてでございます。 

 続きまして、委員会開催日は平成２５年６月１３日でございます。調査事項は、第２

回定例会に関する議会運営についてでございます。調査内容は、①会期及び議事日程に

ついて、②町政一般質問について、③議案審議について、④請願、意見案、陳情、要請

等の取扱いについて、⑤会議案等について協議をして参りました。 

 以上、４つほど議会委員会を開催しておりますので、ご報告を申し上げます。 

                                       

                                       

３３３３．．．．委員会所管事務調査報告委員会所管事務調査報告委員会所管事務調査報告委員会所管事務調査報告                  （１０時０４分） 

 

●議長 

 委員会所管事務調査報告について、委員長の発言を許します。 



 

 まちづくり常任委員長、８番森山議員。 

 

（まちづくり常任委員長 登壇） 

 

●８番 

 皆さん、おはようございます。 

 それでは第１回定例会におきまして付託されました調査事項について、調査を行いま

したので、ご報告を申し上げます。 

 委員会開催日４月２６日、調査事項、調査第２号「廃棄物処理について（現地調査含

む）」まちなみ課長、住宅環境、技術担当係長、事務担当係長、住宅環境係の出席を求

め提出されました資料の説明を受け質疑を行った後、現地調査を実施し検討しました。 

 調査内容ですが、１．ごみ処理フロー図について、２．奈井江町廃棄物種別・排出形

態比較について、３．各年度廃棄物種別比率について、４．砂川地区保健衛生組合搬入

量について、５．平成２４年度ごみの計画・粗大収集運搬委託業務について、６．平成

２４年度有料化ごみ袋の手数料徴収委託状況について、７．不法投棄対策等について、

８．砂川地区保健衛生組合構成市町のごみ搬入量及び負担金についてであります。 

 資料は、別紙のとおりとなっております。 

 意見要望と致しまして、砂川地区保健衛生組合構成２市３町におけるごみの搬出量は、

人口減少の中、可燃ごみと粗大ごみの増加により、総量、人口一人当たりごみ量、共に

前年度を上回る量となっています。 

 本町においても同様に増加傾向にあり、一人当たりのごみ量は年間２６４ｋｇと組合

構成市町の平均３１３ｋｇを下回っているものの、より一層の分別徹底や資源のリサイ

クルなどの取り組みと共に、さらに分別の方法等についても住民周知に努めて頂きたい。 

 広域ごみ処理負担金は、ごみ処理量が影響すると共に、ごみ処理収集運搬委託等費用

全体についても、更なる検討を加え、経費節減に努力願いたい。 

 不法投棄対策では、子どもたちが全町一斉クリーン作戦に主体的に参加することで環

境意識も高まり、地域環境美化推進事業を含めて継続実施されるよう望むものでありま

す。 

 次に、委員会開催日５月１７日、調査事項、調査第４号「老人福祉施設の管理運営に

ついて（現地調査含む）」であります。やすらぎの家施設長、管理係長、おもいやり課

長、福祉係長の出席を求め提出されました資料の説明を受け質疑を行った後、現地調査

を実施し検討しました。 

 調査内容につきましては、１．特別養護老人ホーム入所状況について、２．ショート

ステイ利用状況について、３．デイサービス利用状況について、４．高齢者生活福祉セ

ンター運営状況について、５．入所者の介護度及び待機状況について、６．やすらぎの

家諸行事実施状況について、７．職員に関する事項（やすらぎの家）について、８．老

人福祉寮（かおる荘）運営状況についてであります。 

 資料は、別紙のとおりであります。 

 意見要望と致しまして、特別養護老人ホームほか２施設とも、入所者はほぼ定員どお



 

りの利用状況にあるものの、入所者・利用者の高齢化、入院等の増加により前年度を下

回る延べ利用者数が報告されました。 

 超高齢化社会の中にあり、本町の高齢者福祉に大きな役割を担うものであり、引き続

き安心して利用していただける施設運営、介護サービスに努めていただきたい。 

 やすらぎの家開設以来、多くの町民の皆さんのご協力によるボランティア活動におい

て、高齢化と共に年々ボランティアの参加者が減少している状況にある。 

 今後においても、施設運営を支えて頂くボランティア活動は必要であり、本年度新た

にポイント制を導入した「健寿苑・やすらぎの家ボランティア推進事業」により、活動

の活性化に繋がるよう願うところであります。 

 次に、委員会開催日６月４日、調査事項、調査第３号「寿公園の管理運営について

（現地調査含む）」まちなみ課長、建設主幹、建設係長の出席を求め提出された資料の

説明を受け質疑を行った後、現地調査を実施し検討しました。 

 調査内容につきましては、１．施設維持管理の状況について、２．自主事業の実施状

況について、３．指定管理業務収支報告について、４．寿公園の利用状況（多目的広

場・パークゴルフ場）について、５．奈井江町寿公園の指定管理業務に関する協定書に

ついてであります。 

 資料は、別紙のとおりであります。 

 意見要望と致しまして、寿公園のパークゴルフ場や芝サッカー場の管理においては、

利用者からも高い評価を受けており、引き続き適正な管理に努力願いたい。 

 利用者数では、芝サッカー場においては、前年度を上回る利用がある一方で、パーク

ゴルフ場及び多目的広場（グラウンド）の利用者数においては減少傾向にある。 

 屋外施設においては、天候等にも左右されるため単純には比較できないが、今後とも

利用者の意見等を大切にした管理運営が行えるようお願いいたしたい。 

 次に、委員会開催日６月７日、調査事項、調査第１号「平成２４年作況状況と土地改

良事業について（現地調査含む）」、ふるさと振興課長、農政主幹、農政係長、農政係

主査、土地改良センター長の出席を求め提出された資料の説明を受け質疑を行った後、

現地調査を実施し検討しました。 

 調査内容につきましては、１．農作物の作況状況について、２．道営土地改良事業の

進捗状況についてであります。 

 資料は、別紙のとおりです。 

 意見要望と致しまして、２４年産の水稲は、例年にない大雪の影響による初期生育の

遅れが心配されましたが、総じて天候に恵まれ生育は順調に推移したため、北空知の作

況指数は１０７の良となった。 

 高品質米の出荷割合では、夏季の異常高温と長雨の影響により、前年を下回ったもの

の全道トップクラスの低タンパク米出荷率を維持できたことは、農業者や、関係機関に

おける努力の結果であり敬意を表する。 

 本町農業における土地改良事業は、生産性の高い農地整備を確かなものにするため欠

かせない重要な事業である。 

 今後の農業を担っていく受益者の要望を把握しながら、関係機関と連携を図り継続的



 

で円滑な事業の推進と予算の確保に向けて努力願いたい。 

 以上で、報告を終了致します。 

                                       

                                       

４４４４．．．．例月出納定例検査報告例月出納定例検査報告例月出納定例検査報告例月出納定例検査報告                   

 

●議長 

 次の例月出納定例検査報告につきましては、書面報告のとおりですので、ご了承願い

たいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 以上で、議長諸般報告を終わります。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第４４４４    行政報告行政報告行政報告行政報告（（（（町長町長町長町長、、、、教育長教育長教育長教育長））））              （１０時１４分） 

 

●議長 

 日程第４、行政報告を行います。 

 町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長 

 皆さん、おはようございます。 

 第２回定例会、大変ご苦労さまでございます。 

 それでは、平成２５年第１回定例会以降の主なる事項について、ご報告を申し上げま

す。 

 まず、まちづくり課関係でございますが、３月２５日に江南小学校の閉校式典が行わ

れました。 

 昭和５０年、高島小学校と南小学校校下の方々の教育に対する熱い思いによりまして、

江南小学校が開設されましたが、３８年が経過致しまして、時代の流れの中で少子化の

波を受け、保護者や教職員の方々はもちろん、地域の方々の多くの議論を経て、奈井江

小学校と統合することになりました。 

 ４月８日には、新生・奈井江小学校の開校式と入学式が行われました。 

 昨年から実施しております、校舎の大規模改造も今年度完了する予定であり、子ども



 

たちには整備された学習環境のもと、一定規模の集団の中で切磋琢磨し、〝自立と共生

の心〟〝たくましく生き抜く力〟を身に付けて欲しいと願ってやまない所でございます。 

 また、８日の午後には、奈井江商業高校の入学式に出席させて頂きました。 

 今年度の入学生は、昨年より微増となる２７名でありましたが、奈井江中学校からの

入学生が、３名から１５名に増加しております。 

 町と致しましては、本年度、地元からの生徒を確保するため、奈井江中学校から入学

する生徒に対する「入学支援金制度」を創設したところでありますが、一定の成果がな

されたと考えているところでございます。 

 今後も、安定的な生徒の確保に努めて参りたいと考えております。 

 ６月６日でございますが、北海道町村会の役員全体で、中央実行運動を行って参りま

した。 

 総務省に対しましては、町村財政基盤の強化、地方固有の財源であります地方交付税

の確実な措置について、申し入れを行ったところでございます。 

 農林水産省におきましては、今、時の問題でございますＴＰＰの問題はもちろん、青

年就農給付金など、農業担い手、農地総合対策の推進や農業者の経営所得安定対策の法

制化等、各般にわたる要請活動を行って参ったところでございます。 

 次に、ふるさと振興課関係について申し上げますが、５月２３日、空知団地を所有す

る中小企業基盤整備機構と有限会社神内ファーム２１との間で、空知団地土地譲渡契約

調印式が行われました。 

 空知団地において、今年の秋より、太陽光発電事業が展開されるということでござい

ます。 

 昨日も起工式に参加させて頂きましたが、本町においても、時代を捉えたクリーン・

エネルギー事業が展開されることに、大きな期待を寄せているところでございます。 

 以上、一般行政報告と致します。 

 

                                       

（（（（教育行政報告教育行政報告教育行政報告教育行政報告））））                       （１０時１７分） 

 

●議長                           

 教育長。 

 

（教育長 登壇） 

 

●教育長 

 おはようございます。 

 第２回定例会の出席大変ご苦労さまでございます。 

 お手元の教育行政報告書により３点についてご報告を申し上げたいと思います。 

 １点目は、本年４月１日をもちまして、旧江南小学校と旧奈井江小学校を統合し、新

たな奈井江小学校がスタートしたことに伴いまして、８日、寺脇 空知教育局長をはじ



 

め、多数のご来賓をお迎えし、開校式を挙行いたしました。 

 式では、新たな校章・校旗・そして校歌が披露され、改めて新しい小学校がスタート

したことを実感したところでございます。 

 次に２点目でございます。 

 ５日・８日、小中学校の入学式・始業式に係わりまして、平成２５年度の小中学校の

学級編成、教職員の配置についてご報告を申し上げます。 

 奈井江小学校の児童数は、新入学生３０名を含め、全校生徒２５３名、旧２校を合わ

せます前年度と対比致しまして１９名の減となり、普通学級１０学級、特別支援学級５

学級でございます。 

 教職員におきましては、旧江南小学校の末吉校長、旧奈井江小学校の小林教頭を配し、

新たに赴任した５人の教諭を含めて、２２名の教職員体制でスタートをさせて頂きまし

た。 

 続いて、奈井江中学校の生徒数は、新入学生５０名を含め、全校生徒１６３名で、前

年度と比較し１１名の減となり、普通学級では６学級、特別支援学級では２学級と昨年

度と同様であります。 

 教職員では、校長・教頭は変わりなく、教諭４名の転出、転入で、前年度と同様の１

８名でございます。 

 次に、３点目でございます。 

 ５月１日開催の「公立高等学校配置計画地域別検討協議会」についてでございます。  

 公立高等学校の配置計画につきましては、昨年度示された以降、大きく変更するもの

でありませんでしたが、少子化がさらに進む中で、学校経営の適正規模に鑑み、小規模

校再編の必要性について、改めて説明があったものでございます。 

 第１回定例会の教育行政報告においても、ご報告を申し上げましたとおり、本年度の

奈井江商業の入学者において、地元中学校からの入学者が１５名と、昨年を大きく上回

ることとなりました。 

 今後とも、高校と連携を図りながら、教育環境の向上に向けて、支援して参りたいと

いうふうに考えてございます。 

 以上、教育行政報告と致します。 

 

●議長 

 以上で、行政報告を終わります。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第５５５５    町政一般質問町政一般質問町政一般質問町政一般質問                    （１０時２１分） 

 

●議長 

 日程第５、町政一般質問を行います。 

 質問は、通告順とします。 

 なお、質問は再々質問を入れて３０分以内でお願いします。 



 

                                       

                                       

（（（（１１１１．．．．７７７７番番番番笹木笹木笹木笹木議員議員議員議員のののの質問質問質問質問・・・・答弁答弁答弁答弁））））               （１０時２２分） 

 

●議長 

 ７番笹木議員。 

 

（７番 登壇） 

 

●７番 

 ７番笹木利津子です。 

 先の通告に従い、町長に２点、教育長に１点質問をさせて頂きます。 

 はじめに、「公共工事・労務単価について」お伺い致します。 

 農業は、わが町の基幹産業として、大変重要な産業と認識しておりますが、合わせて

建設産業もインフラ（社会基盤）の整備に欠かせない大事な産業であります。 

 国における本年度の「公共工事・設計労務単価」は、技能労働者の減少に伴う、労働

需給の逼迫傾向を適切に反映させると共に、社会保険等への加入の徹底を図る観点から、

必要な法定福利費相当額を適切に反映させて設定させる事が、その背景にあるものと考

えます。 

 内容を見ると、単価が前年度と比べ全国平均で１５．１％、道においては全国を上回

る１７．５％の上昇となっており、極めて意義のある事と考えます。 

 建設産業は、近年、建設投資の縮小に伴うダンピング（過度な安値受注）の横行で疲

弊し、建設労働者に低賃金や社会保険未加入のしわ寄せが及んできました。 

 それに拍車をかけたのが前政権の「コンクリートから人へ」という公共事業削減方針

でした。 

 低賃金で若者の建設業界離れも進み、近年の就業者数は１９％の減少になっており、

屋外で厳しい環境で働き「命の危険」がある人達に対する評価が大変低かった状況です

が、労務単価引き上げが一過性にならず、長期的視野に立った対策になる事を期待して

おります。 

 今回の公共事業・設計労務単価の上昇を踏まえ、道では、国の取り扱いに準じる事と

し、維持管理業務等の委託業務も含め、前年度の労務単価で予定価格を積算した工事も、

４月１日以降に契約した場合は「新単価」を適用するという特例措置の対象とした事は

評価すべきと考えます。 

 また、技能労働者の賃金水準を確保するためには、公共工事を受注されている元請け

や下請けなどを含めた建設業界全体の適切な取り組みが重要ではないかと考えます。 

 奈井江町においては、現在、道も含め３件の委託業務がありますが、今回の労務単価

引き上げに伴い、町の建設業界全体の現状の認識についてお伺い致します。 

 また、特例措置につきましても現場の労働者の適切な賃金水準の確保につながるため

に、奈井江町の建設業団体や企業に、どのように要請、指導されていかれるのか、町長



 

にお伺い致します。 

 

●議長                            （１０時２５分） 

 町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長 

 笹木議員のご質問にお答えして参りたいと思いますが、最初は、奈井江町での建設産

業の現状認識について、２つ目は、道の特例措置と建設業団体への要請についてという

点でございますが、まず１点目、建設産業の現状認識についてでございますが、ご案内

のとおりでございまして、全国的な建設産業について、ここ最近の状況は、震災復興需

要やアベノミクスなど、経済対策の影響によりまして資材価格や労務費の高騰、人手不

足等によりまして、厳しい現場経営を余儀なくされているところでございます。 

 また、建設業に携わる労務者の賃金低下等が、若年層の確保や技能の継承にも、多大

な影響を与えていることも、これまた事実でございます。 

 奈井江町の現状につきましては、昨年度中も永年、町内において公共工事を担ってき

た企業の経営が立ち行かなくなりまして、ここ数年、同様の事例が発生していることを

承知致しているところでございます。 

 しかし、一方では、町外の企業を吸収合併致しながら、経営規模の拡大と経営基盤の

安定に乗り出している企業や、会社のグループ化などを図りながら、事業の多角化など

で、堅実な経営を行っている企業もあります。 

 〝建設産業は裾野も広く、町内の経済に与える影響は非常に大きい〟と捉えていると

ころでもありますので、今後についても地場産業の育成という一面も踏まえながら、地

元企業の積極的な活用を考えながら、町政の執行にあたって参りたいと思いますので、

ご理解を賜りたいと思うしだいでございます。 

 ２つ目でございますが、道の特例措置と建設業団体への要請についてございますが、

今年度、国土交通省におかれましては、労務費の上昇で、工事の施工者が決まらない

「入札不調問題」への対応や人手不足解消等、「技能労働者への適切な賃金水準の確

保」のため、４月１日の入札から適用される２０１３年「公共工事設計労務単価」を、

全国平均で、今、ご案内ございましたように１５．１％引き上げました。北海道平均致

しますと１７．５５％ということを聞いております。 

 北海道の特例措置と致しまして、３月に、旧労務単価により入札を実施致しまして、

４月１日以降に契約する工事、委託業務につきましては、新単価による契約変更を実施

しております。 

 奈井江町では、「道道維持管理業務」については、特例措置の適用が通知され、契約

変更の申請をしております。 

 町発注の委託業務につきましては、北海道の取扱いを踏まえながら、これに準じて実

施する必要があるのではないかと考えておりますので、今後、受託業者と協議を行って



 

参りたいと考えております。 

 なお、今年度の労務単価上昇につきましては、建設業者が労務者に支払う賃金を法的

に保障するものでないため、建設業団体への要請については、全国的な課題と致しまし

て捉えておりまして、奈井江町と致しましては、社会保険料の負担額などについても適

切な契約単価に反映され、下請け企業の技能労働者の処遇改善に繋がるよう、建設協会

への要請を行って参りたいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと思うしだいでご

ざいます。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１０時２９分） 

 ７番笹木議員。 

 

●７番 

 只今、町長からご答弁を頂きました建設産業の現状については、本当によく捉えて頂

いていると思いますし、また、要請とか指導については、大きな期待をしていきたいな

と思います。 

 政権交代がされて、半年が過ぎました。 

 国として、景気回復のための様々な、今回もそうですけれども、様々な措置が取られ

えきています。 

 また新聞、テレビの報道を聞きますと、景気が上昇した、上昇したという報道が沢山

あります。ですが、労働による報酬でしか、潤いを体感できない。言い換えれば一番大

事な労働者の方たちがその恩恵をなかなか受けていないというのが現状だと私自身感じ

ております。 

 長年の景気低迷で企業も存続していくのがやっとという状況ではないかと思います。 

 少子高齢化がずっと謳われていますけれども、若者の既婚率、特に男性ですね、が、

収入が少ないということで、なかなか結婚が出来ないというのが、まずは一番の原因に

なっているという状況もあります。 

 この景気回復ですけれども、本当に末端で頑張る人たちに反映されていかないものか、

この点で、町長のご見解になろうかと思うんですが、町長に是非、伺いたいと思います

ので、お願い致します。 

 

●議長                            （１０時３１分） 

 町長。 

 

●町長 

 今、笹木議員がご指摘あった通りでございまして、景気回復といっておりますが、実

態としては、地域に恩恵がない、労働者に恩恵がないというのが実態でございます。 

 先ほど申し述べた通りでございます。 

 従いまして、本来的な景気回復というのは、何が必要か。ただ、国が唱えているだけ



 

ではいけません。 

 そして、実際は、地域をはじめとして労働者の賃金も含めて、私どもとしてはですね、

レベルアップしていかなければならない。これが、やはり景気回復の一番だと思います。 

 そういう中におきまして、地方公務員の関係をちょっと申し上げますが、これらにつ

いても、国が、総務省が指導しようと。 

 先般もですね、実は、東京で会議がありまして、これらについて大論議が交わされま

した。役員会で。その中で、いわゆる、国が指導した線にしたがってやらなければいけ

ないという議論がありました。 

 しかし、私どもと致しましては、今までにどれだけ、いわゆるですね、改革をしてき

たか、この中で積み上げてきたか、このことを忘れてはいけない。 

 そして、これら役場職員ばかりでなくですね、地方経済もそのとおりでござまして、

地域が発展しながら、いえば、地域の労働者が実際の経済回復に貢献出来る体制になら

なければ、国は繁栄しない。私は基本的に、こういうふうに思っているところでござい

ます。 

 そういう回復こそ、本当の景気の回復だと、こんな所見を申し上げたいと思うところ

でございます。 

 以上でございます。 

 

●議長                            （１０時３３分） 

 ７番笹木議員。 

 

●７番 

 今ほどの町長のご答弁で、もう何としても国への要請の際にも、ここの部分にも是非

力を入れて頂くことを大きく期待をして参りたいと思いますので、よろしくお願いを致

します。 

 それでは次の質問に入らせて頂きます。 

 次に、「介護マーク」の導入についてお伺い致します。 

 外出先で、認知症や障がいのある人達を介護している事を周囲に知ってもらうため、

「介護中」のマークを普及させる取り組みが、全国の自治体で広がりつつあります。 

 マークは「介護中」の文字を両手で支えるデザインで印刷しカードホルダーに入れ、

介護者が首から下げて使用するものです。 

 この取り組みは昨年４月、全国で始めて静岡県で施行されました。 

 きっかけは、認知症の奥さんを出先でトイレに連れて行った際、不審者と間違われ警

察に通報された経験から、特に認知症は、はた目には分からないので誤解や偏見をもた

れ、介護中である事を示す「マーク」が有れば、介護者が困る場面も減るのではとの要

望が、介護家族から上がったようであります。 

 介護している事を、周囲にさりげなく知ってもらいたいとき。駅やサービスエリアな

どのトイレで付き添うとき。男性介護者が女性用下着を購入するとき。病院で診察の際、

付き添い入室されるときなど。 



 

 今年５月現在で、全国７８市区町村で配布され、４８市区町村で取り組みが予定され

ております。 

 また道内では、小樽市、室蘭市、美瑛町、岩内町で配布され、稚内市で取り組みが予

定されております。 

 公益社団法人「認知症の人と家族の会」は、昨年「介護マーク」を全国に普及するよ

う厚労省に要望し、昨年１２月各都道府県に対し、管内の市町村に周知するよう事務連

絡を出すなど、後押しをしております。 

 静岡県では、デザインのデータを送付してくれる様ですし、高額な予算をかけずに作

成できる事もありますが、なにより障がい者及び高齢者を介護する方、また介護ボラン

ティアをされている方などが、少しでも介護しやすい環境が整うよう「介護マーク」の

導入に対しての対応を町長にお伺い致します。 

 

●議長                            （１０時３７分） 

 町長。 

 

●町長 

 ２点目でございますが、「介護マーク」の導入についてということのご質問でござい

ます。 

 介護する方が、周囲から偏見や誤解を受けることがないように、とのことから、静岡

県が策定したということを私も承知致しております。 

 平成２３年から県内で取り組まれてきたということでございますが、厚生労働省では、

このことを受けまして、各都道府県を通じて、全国的な普及、促進を図っておりまして、

５月現在、３１１市区町村が実施致しまして、４３の市区町村が予定をしております。 

 今後の予定されていると思います。 

 道内におきましては、小樽市や、今、ご指摘あったとおり、美瑛町など４市町が実施

するとともに、稚内市が予定していると伺っております。 

 「介護マーク」の使用につきましては、認知症高齢者や障がい者の介護をする方を支

援する有効な手段の１つであると、私も認識致しているところでございます。 

 取り組みに際しては、まず、「介護をする人」と「介護を受ける人」の認識が共有さ

れることが極めて重要であると、こういうふうに考えております。 

 加えて周囲の方々の理解、協力が大切であります。 

 笹木議員のご承知のとおり、奈井江町では、すでに「認知症サポーター養成講座の開

催」や、「おもいやりの障がい福祉条例の制定」など、認知症の方、障がいのある方々

はもちろん、介護を行う家族の方々が、安心して暮らしていけるよう、町民の皆さんと

ともに、支え合うまちづくりを推進して参りました。 

 今後、「介護マーク」の導入に関しましては、高齢者支援ネットワーク懇話会等で紹

介を行いながら、十分な議論と認識を深めながら、これらについて検討して参りたいと

このように考えている所でございますので、よろしくご理解の程をお願い申し上げるし

だいでございます。 



 

 私も、地方自治という視点から、自ら考え、自ら作り上げていくという視点から、み

んなで論議して、これらの必要性を、きちっとみんなで共有しあうということが、まず

は大切であると、こういうふうに考えておりますのでご理解の程をお願い申し上げます。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１０時３９分） 

 ７番笹木議員。 

 

●７番 

 この介護マークですけれども、私もよく病院への付き添い、また、買い物への同伴な

ど町の中で頼まれることがあります。 

 特に今回、市民団体なんですけれども、北海道男性介護者と支援者の集いからもこの

介護マークの要請が出ているようであります。 

 確かに、この介護マークですけれども、女性の介護者よりも男性が女性を介護する場

合には、大変、介護しやすい環境になろうかと思うんですね。 

 先ほども言いましたが、なかなか奥さんの下着をデパートに買いに行くのは、ご主人

であってもなかなか大変だろうと、そんなふうに思います。 

 私も認知症サポーターの講習も受けて、オレンジリングも持ってますが、皆さん、職

員さん付けられているように、首から下げて本当に見やすいものなんですね。 

 それで、是非、今ほど町長も前向きな答弁頂きましたけれども、積極的な取り組みを

して、早く実施して頂ければありがたいと思いますので、よろしくお願い致します。 

 それでは、次の質問に入らせて頂きます。 

 最後の質問になりますが、教育長に、就任されて初の一般質問になります。 

 「小・中学校における脊柱側わん症対策について」教育長にお伺い致します。 

 学校保健法第１節第３条の２に、脊柱の疾病及び異常の有無は形態等について検査を

し、側わん症等に注意すると明記されております。 

 脊柱側わん症とは、脊柱すなわち背骨がねじれを伴って曲がる病気であります。 

 小学校５～６年から中学生にかけて、特に女児に多く発生し、低年齢で発症した場合

ほど、重度の側わんになる傾向が強いようです。 

 また低年齢で発見できず、そのまま４０歳以降になると、腰が湾曲し痛みが伴う事は

もちろん、肺の圧迫による呼吸障害・腰部神経の圧迫による歩行困難など、深刻な状況

が出てきます。 

 現在、小・中学校では年に１度、脊柱検査が実施されておりますが、学校の脊柱検査

で見つかる側わん症は０.１％程度といわれております。 

 また、この脊柱検査で発見されずに成人される人もかなりいるのが実情であります。 

 せっかく実施されている検査でありますので、より有効性があり、早期発見が出来る

検査になる事が望まれるところです。 

 そこで現在行なわれている学校検診において、この病気の早期発見が出来る仕組みを

作って頂けるよう、３点についてお伺い致します。 



 

 １点目は、奈井江町における脊柱側わん症に関する学校検診の実施状況について。 

 ２点目は、検診で発見された事例が有るかどうか。 

 ３点目は、早期発見に有効とされるモアレ検査の導入について。 

 教育長にお伺い致します。 

 

●議長                            （１０時４３分） 

 教育長。 

 

（教育長 登壇） 

 

●教育長 

 只今、笹木議員よりご質問のございました脊柱則わん症対策に対する３点についての

ご質問に対し、お答えを申し上げたいと思います。 

 まず１点目の脊柱側わん症に関する学校検診の実施状況についてでございます。 

 児童生徒の健康診断は、学校保健安全法に定められております診断項目に基づきまし

て、学校医を含む町内の開業医のご協力のもと、毎年６月までに、各学校で検診を実施

してございます。 

 今年におきましても、４月２３日に奈井江中学校、それから６月４日奈井江小学校で、

それぞれ実施をさせて頂いております。 

 脊柱及び胸郭の検診につきましては、内科検診の際に、視診及び触診により診察を行

い、疾病等の疑いがある児童生徒につきましては、専門医への受診を指導しているとこ

ろでございます。 

 次に、２点目の検診で発見された事例の有無についてでございますが、過去４年間で

ございますが、定期健康診断によって、２次検診、精密検診でございますが、必要があ

るとされた児童生徒はおりませんでしたということでご理解を賜りたいと思います。 

 次に、３点目の早期発見に有効とされるモアレ検査の導入についてでございます。 

 モアレ検査というのは、格子を通した光を背中に当てて、その縞模様の左右非対称か

ら脊柱の変形を検査する方法ということでございます。 

 文部科学省の監修によります「児童生徒の健康診断マニュアル」におきますと、この

検診方法は必ずしも必要ではないというふうにされてはおります。 

 脊柱の変形は、外観から容易に異常を発見することが可能だということ、視診による

検査方法は有効であるという見解が示されております。 

 視診で代用できるということになってございます。 

 当町をはじめ中空知の自治体など、全国的にも、このモアレ検査を実施している学校

は少ないというふうにお聞きをしております。 

 また、検査は、思春期の子どもの上半身から臀部までの所を、素肌を出すという、そ

ういった課題もあるということもお聞きをしてございます。 

 現在のところ導入する予定はございませんが、今後でございますが、学校医のご意見

等をお聞きしながら、関係機関と協議をさせて頂いて、その有効性、または必要性につ



 

いて、改めてまた検討させて頂きたいというふうに考えてございます。 

 この点について、ご理解賜りますよう、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

 以上、答弁とさせて頂きます。 

 

●議長                            （１０時４６分） 

 笹木議員。 

 

●７番 

 今ほど教育長に答弁を頂きまして、学校検診は速やかに検診をされていることであり

ますし、ただですね、過去４年間のデータでは、発症が認められないということですが、

先ほども言いましたが、全国平均で０．１％といいますと、１，０００人に１人は発症

が認められているという現実がありますね。 

 ですから、ここはちょっと教育長と見解が違うんですけれども、専門医の視触診でも、

なかなか見つけるのは難しいというような、私は捉え方をしております。 

 そのように認識をしているんですね。 

 今回のこの検査の推進について教育長に伺っているところであります。 

 モアレ検査というのはあまり耳慣れない検査かと思うんですが、よく勘違いされるの

は、Ｘ線で、体に良くないんじゃないかという認識を持たれている方もおります。 

 ですがモアレ式観察装置で撮影ということで、Ｘ線を使用しないため、被ばく率もご

くごく少ない、比べると飛行機に何時間か乗っている方が被ばく量が多いんだという程

度の被ばくであります。 

 また、ただですね、今回のこの検査に関しては、デメリットとしてですね、先ほども

教育長の答弁にございましたけれども、上半身が完全に物をつけてはいけないという状

況じゃないとこの観察装置の検査が出来ないということで、様々、私も全国調べてみま

したが、やっぱり女子生徒から、本当に全部脱いで後ろを診ることですから、これに対

して、大変デリケートな問題で対応が難しいという問題は、結構出ているようでありま

す。 

 ただ、有効性がかなり高いという検査になっているようなんですね。 

 それで、今のところ、実施する予定はない、管内ではないという答弁がありましたけ

れども、せっかく、やっている、義務付けられている検査でありますから、予算の関係

もありましょう、ですが、是非、有効性が高い検査をして頂きたい、子どもの安心のた

めに。 

 私、本当にこの０．１％って、決して低い数値だと思ってないんですよ。 

 １，０００人に１人ということは、奈井江町、小中学生５００人、２年に１人という

計算、単純計算でいうとね。 

 それが４年間出ていないということになると、ともすれば見逃して、いってしまって

いる可能性もあるんじゃないかな。 

 ですから、今まで０だったんです、出てないんですっていうのは、安易に安心しては

いられないことなんじゃないかな、そんなふうに思っております。  



 

 是非、このモアレ検査、すぐに実施という答弁は頂けないとは思うんですけれども、

積極的な対応を希望しますけれども、教育長、もう一度お願いします。 

 

●議長                            （１０時４９分） 

 教育長。 

 

●教育長 

 笹木議員のご質問にお答えをさせて頂きたいと思います。 

 脊柱則わん症につきまして、今、お話しございましたように、発症率といいますか発

見率といった方がいいかもしれませんけれども、非常に少ないというのはある意味実態

だとは思います。 

 ただ、早期発見、そして早期治療、今先ほどお話しありましたように、そういったも

のというふうに私どもも認識をさせては頂いております。 

 今、このモアレ検査の、ある意味問題点といいますか、ご指摘の通りでございますの

で、先ほど、ご答弁をさせて頂きました通り、今後におきましても、その検診の方法等

も含めて、そのモアレ検査をするしないの他にですね、検診等の方法等も含めて、学校

医、もしくは専門医等にご意見を賜りながら、検討をさせて頂きたいというふうに考え

てございますので、ご理解を賜りたいと思います。 

 以上でございます。 

 

●議長 

 笹木議員。 

 

●７番 

 それでは、私の一般質問を終わります。 

 ありがとうございます。 

 

●議長 

 ここで１１時００分まで休憩をはさみます。 

 会議の再開は１１時００分からです。 

 

（休憩）                           （１０時５１分） 

                                       

（（（（２２２２．．．．３３３３番番番番三浦三浦三浦三浦議員議員議員議員のののの質問質問質問質問・・・・答弁答弁答弁答弁））））               （１１時００分） 

 

●議長 

 休憩前に引き続き、会議を再開致します。 

 一般質問を続けます。 

 ３番三浦議員。 



 

 

（３番 登壇） 

 

●３番 

 今日は町長に２点質問します。 

 まず１点目は、生活保護の引き下げについてです。 

 国は生活保護費のうち生活費にあたる生活扶助を、今後３年間で段階的に６７０億円、

また期末扶助を７０億円引き下げることを決め、８月から実行しようとしています。 

 厚生労働省の試算では４０代の夫婦と小中学生の子ども２人の場合、町村部では、月

額２０万９，０００円から、８月以降は２０万４，０００円と５，０００円の引き下げ

になり、平成２７年度からは１９万４，０００円へと１万５，０００円の引き下げにな

ります。 

 また、５月３１日には、衆議院厚生労働委員会で「生活保護法改正案」と「生活困窮

者自立支援法案」が可決されました。 

 この「生活保護法改正案」で一番問題だと考えるのは、現在、口頭でも認められてい

る申請が、原則、書類での申請に変わる点です。その中でも、扶養義務者から「扶養で

きない」という一札をもらって添付しなければならないというところです。 

 今でさえ、親兄弟や子供たち、また親類縁者に恥をかかせたくないと、申請を控えて

いる方達が大勢います。 

 保護を必要としている人の中で、実際に保護を受けている人の割合、捕捉率と言いま

すが、この捕捉率が日本では２割以下です。８００万人以上が補助を受けられる水準な

のに、受けていません。 

 捕捉率はイギリスでは９０％、フランスでは９１．６％で、これと比べ、いかに日本

が低いか分かります。 

 今回の改正案が通れば申請をためらう人が、今以上に増えるのではないかと危惧され

ます。 

 また、「生活困窮者自立支援法案」では、今でさえ厳しい就労指導に拍車がかかるの

ではないか、特に年齢の若い人ほど厳しい就労指導がなされるのではと心配です。 

 そもそも、申請理由の多くは健康を害して働けないというものです。健康な若者でさ

え、ブラック企業に使い捨てにされ、精神を病む者もいるという昨今、面接に行って

「前の職場をどうして辞めたんですか」と聞かれて「病気で・・」と言った途端に、

「お帰りください」というのが状況です。 

 働きたくても雇ってもらえない。しかたなく生活保護の申請にいたるという人が大勢

います。 

 もとはといえば、派遣労働者を増やし、労働基準法の基準を引き下げ、安定した雇用

を破壊してきたことや、社会保障を引き下げてセーフティーネットを壊してきたところ

に、生活保護受給者が増加した原因があるのではないかと考えるのですが、生活保護基

準の引き下げ、「生活保護法改正案」「生活困窮者自立支援法案」この方向で、全ての

国民は「健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」とする、憲法２５条が守



 

られるのか。この点について町長の見解を求めます。 

 次に、生活保護基準の引き下げが、他の支援制度に及ぼす影響についてお尋ねします。 

 国会では、厚労省が「影響をうける制度については、今すぐには答えられないが、３

ケタに及ぶ」と答弁していましたけれども、奈井江町において、関連してくるであろう

と予想される主な支援制度はどのようなものがあるか伺います。 

 また、子育て世帯への影響をできるだけ小さくするという観点から、国は、平成２５

年度の対応として、年度当初に要保護者として就学援助を受けていた者については、生

活保護基準の見直し以降も、引き続き、国による補助の対象とするとしています。 

 そこで、生活保護を受けていない世帯で、町が経済的理由により就学が困難と認めた

小中学生の保護者に対して、学用品などの支給を行う就学援助について、生活扶助費引

き下げに伴う影響があるのか伺います。 

 最後に、就学援助以外の生活支援制度について、８月以降の見直しがあるのか伺いま

す。 

 

●議長                            （１１時０７分） 

 町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長 

 三浦議員の質問にお答えして参りたいと思いますが、まずは、生活保護費の引き下げ

についてでございます。 

 国は生活保護費のうち、生活費にあたる生活扶助を３年間で段階的に、今、三浦議員

のおっしゃる通り、６７０億円、年末扶助を７０億円引き下げる。また、衆議院で「生

活保護法改正案」「生活困窮者自立支援法案」が可決されました。 

 関係者などから「セーフティーネットの崩壊に繋がる」という懸念を表明しています

が、私の見解をということでございますが、まず１点目の三浦議員ご指摘のとおり、２

０１３年度予算成立によります生活保護費の引き下げについては、新聞報道でもあった

とおり、国は今年８月から３年間で６７０億円、６．５％の生活扶助費削減、また期末

一時扶助につきましては７０億円の減額などを行う予定ということでございます。 

 現状把握している情報におきましては、高齢者で、わずかに増額となる場合もありま

すが、その他については、ほぼ減額となる見込みであります。 

 特に「夫婦と子供」の子育て中の世帯におきましては、引き下げ額が多い傾向となっ

ておりまして、また、期末一時扶助につきましては、現行、一人あたりの基準額に対し

まして、乳児から高齢者まで、一律に人数倍した額を支給していましたが、世帯内で共

通して消費される物もありますとの考え方から、単純な人数倍とはならない改正がなさ

れるため、家族が多いほど、影響を受けることが予想される所でございます。 

 また、過日、衆議院で「生活保護法の一部を改正する法律案」及び「生活困窮者自立

支援法案」可決されましたが、「生活保護法の一部を改正する法律案」については、就



 

労による自立の促進、健康・生活面等に着目した支援、不正受給対策、医療扶助の適正

化がうたわれ、また、「生活困窮者自立支援法案」については、生活保護に至る前の生

活困窮者の自立を支援し、セーフティネットを拡充するものであり、生活困窮者が増加

する中で、早期に支援を行い、自立の促進を図るため、就労支援や自立支援に関しての

相談業務や住居を確保し、就職を容易にするための給付金支給など、貧困対策がうたわ

れております。 

 いずれも、貧困対策により、「保護から自立」を重視する政策であると考えておりま

すが、リーマン・ショック以降、経済、雇用情勢の悪化のために、働く意欲はあるのに

仕事が無くて働けない人、失業から貧困に陥る現状があることから、雇用と就労支援や

生活改善のためには、バランスのとれたセーフティネットの構築を国の責任において明

確化し、最大限のサポートがあって、始めて生活困窮者の「貧困の連鎖の防止」が図ら

れるものと考えます。 

 憲法第２５条第１項については、「全ての国民は、健康で文化的な最低限度の生活を

営む権利を有する。」と、この憲法の理念に基づきまして、生活保護法第３条では、

「保障される最低限度の生活は、健康で文化的な生活水準を維持することができるもの

でなければならない。」と謳われております。 

 生活保護制度につきましては、困窮者の生活を守るためのものとして作り上げたもの

でございまして、国民の誰でもが最低生活を送れることを保障するものであり、いわゆ

る最後のセーフティネットであります。 

 地方自治を守る観点から、この制度の現状維持に努めることが重要と考えますし、生

活扶助費と期末一時扶助を引き下げるといった場合においては、国は、制度の本質を今

一度、一考してほしいと私は考えているところでございます。 

 ２点目の、生活扶助基準の見直しの影響を受ける質問については、国の制度は、内閣

府をはじめ各省であるものの、「制度趣旨や目的、実態を十分考慮しながら、できる限

り影響が及ばないように対応することを基本的考え方とする。」としています。 

 当町における生活支援制度の影響については、町民の生活に直結するもので言えば、

上下水道料金や町営住宅の家賃減免、保育所入所料の負担階級区分の影響等が考えられ

ます。 

 その他、生活保護基準を使用している制度がある中、地方単独事業については、国の

考え方を理解した上で、各自治体において判断するように、との見解が出されている一

方で、国からの具体論が出てきていないことから、今後とも、情報収集に努め判断して

参りたいと考えているところでございます。 

 ３点目の、就学援助の準要保護者への支援につきましては、児童生徒に係る就学援助

の受給資格の基準は、世帯の構成員の所得の合計額が、生活保護法第８条の規定により

まして基準需要額については１００分の１３０を乗じて得た額に満たない世帯を構成す

る保護者となっておりまして、三浦議員のご指摘のとおり、平成２５年８月から生活扶

助費が引き下げられた場合には、基準需要額も引き下がることになりますので、受給資

格の基準を満たさなくなる可能性が考えられますが、まだ、改定後の生活扶助基準が明

らかになっておりませんので、現在の受給者に影響があるものなのかどうか、まだ不明



 

なところがございます。 

 ４点目の、「その他の生活支援制度、福祉灯油の助成等について、８月以降の見直し

があるのか」との、ご質問については、生活困窮者に与える影響がどの程度あるのか見

極めながら、これらについて判断して参りたいと考えているところでございます。 

 いずれに致しましても、高齢者や低所得者が多い過疎の小さな町において、住民生活

や地方自治へ影響を及ぼすものがあれば、町村会や道などと相談しながら、国に向けて、

主張すべきことは主張して参りたいと考えておりますので、ご理解を賜りたいとお願い

申し上げるところでございます。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１１時１４分） 

 ３番三浦議員。 

 

●３番 

 私の所に、生活保護の申請に行く時に「付き添ってもらえないか」という相談があっ

て、いつになるのかなと、ちょっと待っていたんですけれども、その方が、突然来て、

「実は今日、申請してきました、一人で」というふうに、お話したので、「どうしてそ

ういうことになったの」と聞きましたら、国民健康保険証の更新に行ったら、国民健康

保険料が払われていないと。それで、「どうして払えないんですか」というふうに聞か

れたっていうことなんですね。 

 それで、生活がこれこれこういうふうに大変なんだということをお話したら、すぐに

生活保護の係の所に連れて行ってくれて、係の方が「この状況なら、すぐ申請出来ます

よ。今、しますか」とお話してくれたので、たまたま、ハンコも持っていたし、貯金通

帳もその時持っていたので、今日、してきてしまったんです。っていう話だったんです

ね。 

 このようにですね、一般の町民にとっては保護の申請に行くということが、すごくハ

ードルが高いというか、敷居が高いというか、大変な思いしながら来るんだと思うんで

すけど、その時に、窓口で、きつい言い方をされたりすると、もうそれでもう二度と行

けなくなってしまうということになるんだと思うんですね。 

 国連で、今年、日本の経済社会的及び文化的権利に関する委員会で、日本の生活保護

制度について、日本が報告をしたものに対して、総括所見ということで、勧告が出てい

るんですけれども、この会議は４月２９日から５月１７日に行われたそうですけれども、

その中で、国民年金に、最低年金保障を導入するよう、締約国、つまり日本に対して求

めた前回の勧告を改めて繰り返す。というふうに言ってます。 

 それから「生活保護の申請手続きを簡素化し、かつ、申請者が尊厳をもって扱われる

ことを確保するための措置をとるよう求める。」また、「生活保護につきまとうスティ

グマ、差別的な烙印を解消する目的で、締約国が住民の教育を行うよう勧告する」とい

うふうに勧告が出ています。 

 この点では、奈井江町の窓口といいますか、申請を受理するかどうかは、振興局で決



 

めることですけれども、今後、生活保護法が改正されて、申請に書類が必要だというよ

うなことになると、ますますもってハードルが高くなって、ますますもって窓口の職員

の対応が重大な責任を持つことになると思うんですね。 

 もし、生活保護にこれは至らないなというケースであっても、別の保護に繋げるとか、

そういうことにも目配りしていかなければならない状況になると思うんです。 

 そういう点で、現在、私が、何人かなんですけれども、保護の申請の時に、付き添い

で来た時、町の職員の態度といいますか、大変丁寧で保護申請に来た人を侮辱するとか、

それから、もう、こんなことだったら保護申請しないでおこうとか、そういうふうに思

うようなことが全くありませんでした。 

 本当に、保護必要な人に必要な保護が行き渡るように速やかに処理をしてくれたとい

うのが私の印象です。 

 ただ、先ほども言いましたように、保護法が変わりますので、今後ますます町の職員

の方々の力量を高めて頂かなければならないと思うんですが、この点につきまして、町

長の見解を伺いたいと思います。 

 

●議長                            （１１時２０分） 

 町長。 

 

●町長 

 今、お話が、窓口対応のお話がございました。 

 そして、今回、いわゆる生活保護者をはじめと致しまして、これらの法律が変わって

くる。従ってですね、先ほど、お話ございましたように、書類を添付しなければいけな

いということも含めてですね、扶養者としてのですね、扶養出来ないという一札を貰っ

てこいと、扶養義務者からですね、こういう、ご質問の中でありまして、こういうふう

に変わってくると、非常に窓口対応も厳しくなってくるということも事実でございます。 

 今ほど、ご案内ございましたように、町の職員は、大変親切丁寧で、きちっと理にか

なったことをして頂いている。こういうお褒めの言葉を頂いたところで、これは当然、

住民の立場に立ってやるのは当然のことでございますから、今後も、そういう姿勢で臨

みたいと。 

 ただ、法律がそういうふうにハードルが高くなるということについては、私どもも、

地方自治の観点からいきまして、当然のことながら、これらについては、問題ありきと

いうふうに捉えているところでございますので、ご理解を賜りたいと。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１１時２２分） 

 ３番三浦議員。 

 

●３番 

 今、町長の答弁のように、町の職員の方々の立場も分かるんですが、それでも、やは



 

りなんとか、住民の立場に立ってですね、ことを運んで頂けるよう、お願いしてこの質

問を終わります。 

 次に、放射線量の継続的な測定について質問します。 

 昨年の３月の総括質問で「町民の健康づくり」という観点から、モニタリングポスト

を設置すること。町民にも貸し出しできる簡易測定器を町として準備しておくこと。食

品の放射能汚染が測れる装置を準備する必要があるのではないかと質問しました。 

 答弁は、放射線量については、空知振興局で定期的に測定しているので、それを参考

にしたい、食品の汚染度を測るには高額の機械が必要で、町としては難しいということ

でした。 

 しかし、今年４月に奈井江原水協で放射線量を測定して、その結果を奈井江民報で報

告したところ、多くの町民から反応がありました。 

 特に、小さいお子さんがいる保護者の関心が高いことも分かりました。 

 また、下水道処理場から出るコンポストや町の雪捨て場はどうなのかという質問が多

かったので、先日、測定して、これも奈井江民報で報告したところであります。 

 新聞で、岩見沢の測定結果は、道新ですけれども、見ることが出来るんですが、奈井

江町では一体どうなんだというのが町民の関心事です。 

 したがって再度、奈井江町の測定値を定期的に測り、公表する事について質問します。 

 まず第１に、測定結果への反応からみて、町民の関心が高く、また不安も大きいとい

うことが言えると思います。したがってこの不安を解消するということが、まず大事だ

と考えています。 

 ２つ目に、測定してみて分かったことですが、場所によって数値が大きく変わるとい

うことです。 

 線量の高い所が分かれば、そこを避けて被害は少なくなります。 

 つまり、身近な所にあるホットスポットを知り、それを避けて生活することを可能に

するためには測定が必要です。 

 特に、小さいお子さんは放射線の影響を受けやすいので、これは大事なことだと思い

ます。 

 ３番目に、奈井江民報で報告した時に「福島の事故の影響はあるのか」という質問を

よく受けました。 

 事故前のデータと比較することはできません。測っていないので。ですが、大きな屋

根の雨水が落ちる場所は、全て高い数値を示しました。 

 自然放射能ではこのようなことは起きませんので、奈井江町内でも福島の事故の影響

があるという証拠になります。 

 また、泊発電所の風下に位置する中空知では、今後の事故に備えて、継続的な測定で

日常的なデータを蓄積しておくことが大事だということも分かりました。 

 ４番目に、測定やその結果を報告することで、放射能への関心がさらに高まり、理解

も深まるということです。 

 「ところで奈井江は安全なのか危ないのか」という質問も多く受けましたが、安全か

危険か判断するのは町民一人一人だということです。 



 

 科学者や医者の間でも意見は分かれています。ですから、その数値をどうみるかは今

のところ一人一人の判断という事になります。 

 その判断材料として、できる限りの情報を提供し、町民の判断の基準にしてもらうこ

とが大事だと考えます。 

 最後に、放射能の問題は熱しやすく冷めやすい国民性では済まされません。 

 福島原発事故については、今も汚染水が溜まり続けている進行形の問題です。 

 測定や結果の報告によって原発事故や放射能への関心が薄れるのを防ぐことができる

と考えます。 

 以上の理由で、放射線量の継続的な測定と公表が必要だと考えますが、この点につい

て町長の考えをお尋ねします。 

 次に、測定器の購入についてですが、精密度によって、価格も様々です。 

 町での購入が難しいなら近隣市町村と共同で購入するとか、予算をつけるよう道や国

に働きかけることができないか、この点についても伺います。 

 

●議長                            （１１時２７分） 

 町長。 

 

●町長 

 三浦議員の２点目の質問でございますが、放射線量の継続的な測定についてというこ

との質問でございますが、東日本大震災に被災された福島の第一原子力発電所の事故に

よりまして、避難を余儀なくされた方々が、今なお、多くおられます。私も大変、心を

痛めておりまして、改めてお見舞いを申し上げるところでございます。 

 北海道内でも、三浦議員のご心配されておりますとおり、目に見えない放射性物質へ

の不安をお持ちの方がいることも、私も承知致しているところでございます。 

 そこで、「放射線量の継続的な測定」と「測定器の購入」について申し上げますが、

北海道では、福島原発の事故以降、放射能の影響を把握するため、各総合振興局におき

まして空間放射線量率のモニタリング等を毎日、実施致しているところでございます。 

 調査結果では、各地点において、「概ね事故前の平常時と、同等レベルで推移してい

る」とのデータが示されております。 

 また、これらの結果については、北海道のホームページにおいて毎日、公表されてい

るほか、連日、新聞紙上でも報道がなされておりまして、道民、誰もが、いつでも確認

できるよう、公表されていることを、これは事実でございます。 

 この問題については、奈井江町だけの問題でなく、町単独で測定するのではなく、全

道ごと振興局ごとに地域の範囲を広げてもらい、機会あるごとに全体をどう見ていくの

か、振興局と意見交換をして参りたいと。 

 また、町と致しまして安心、安全を第一に考え、町民の不安を解消するため、様々な

意見を聞きながら最大限の努力をして参りたいと考えております。 

 現在、公表されている北海道のデータが、「いつでも、誰でも、確認することができ

る」といった点について、広報誌を通じながら町民に周知して参りたいと考えておりま



 

す。 

 このことについては、実は、ずいぶん、内部で議論させて頂きました。 

 ２日間にわたりました。 

 私の意見も含めてですね、幹部職員と担当職員も含めて、色々と議論を。ただ、今、

調査しているのはどこだと聞きますと、岩見沢の振興局の敷地内ということをですね、

報告を受けているところでございます。 

 それだけで全てが分かるものではない。 

 したがって、今後の対応と致しましては、今、ご指摘ありました、測ってみたらそう

でないよと。実態は、雨が降っているその中では、放射線量多いというご指摘もありま

す。 

 そういうことも含めて、北海道と、振興局というよりも北海道として、道としてです

ね、やはり、幅広い観点から岩見沢市だけでなく、全て、全体を、それこそスポット的

に捉えながら、空知全体がどうあるかということも含めてですね、計測するということ

も大切なことでないかなと、こういう思いの中で意見が内部で統一されたところでござ

います。 

 いずれにせよ、奈井江町だけで、単独で測定器を買ってですね、それで、奈井江町単

独でこうだよと、危険だと、あるいは、安心だよということは、町として発表するわけ

には、なかなか出来ないと思います。 

 したがって、そういうことからみますと、北海道が、今の提案の中にもありましたけ

れども、もっと、広めながら安心安全をどういうふうに確保するかということも含めて、

私どもは意見交換しながら、振興局を含めて道にもその話をして参りたいと、こういう

ふうに考えているところでございますので、ご理解を賜りたいと。 

 ただ、町単独で、先ほど申し上げましたように、モニタリングするだとか、測定器を

買うということについては、今のところ、言及するところでないんでないかと、全体で

やはりやるべきでないかと、こういうふうに思っておりますので、ご理解を賜りたいと

思います。 

 以上でございます。 

 

●議長                            （１１時３２分） 

 ３番三浦議員。 

 

●３番 

 放射線は目に見えないので、不安が募ると、本当に心配になっていくんですよね。 

 例えば、今回測った時にも滑り台の昇り口の地面と降りてきた所の下の地面とでは違

うんですよね。 

 だから、滑り台のこのスロープの所を雨水が多分、流れてそこに落ちるので、そこが

高くなっているのではないかと判断しているわけです。 

 それから、この間、下水道処理場に行って、測ったんですけれども、あそこのコンポ

ストの近くは０．３から０．４後半ぐらいだったんですね。 



 

 すみません、０．０３から０．０４です。 

 ところが、建物に入った所では、０．０９もあったんです。 

 それで、ちょっとびっくりしたんですね。 

 そういうふうに、本当に放射能というのは、この議会の会場があるとしましたら、そ

ことここでも違うという感じで、本当にバラバラだというか、それから、測っていると

数値が上がったり下がったりするんですね。ですから、凄く不安定なんですね。 

 そのことで、専門家の先生に聞いたら、それが放射能というものですっていうふうに

お話しされたんですけれども。 

 ですから、本当に不安は本当に不安です。 

 ですから少しでもその不安を解消するということを進めていきたいなということです。 

 ただ、数値をもって、安全ですというのは、ものすごく危険なことだと思うんですね。

第２、第３の安全神話を作ってしまうことになると思いますので。 

 だから本当に個人個人一人ひとりが判断しなければならないことなので、そういうこ

とに対する啓蒙も本当に必要なんではないかなというふうに思います。 

 あとからですね、あの時こうしておけば良かったというふうにならないように、よろ

しくお願いしたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

 

●議長                            （１１時３５分） 

 町長。 

 

●町長。 

 今、再質問でございますが、質問のあった内容についてはですね、測る所、測る所、

バラバラだというお話は、奈井江町だけで測ってですね、奈井江町はこういうデータ出

ている。誰も住まなくなることも考えられます。そういうことも考えるんです。 

 軽率に、それはやるべきでない。 

 私もそのとおり、思います。 

 ただ、北海道全体で、それを見る、なんの影響か、チェルノブイリの影響か、あるい

は福島の原発の影響か、こういうことも、根拠をやはりつめていかなければならない。 

 私も科学的なことは分かりません。素人でございます。 

 したがって、こういったデータも含めてですね、安全安心ということを通じながら、

北海道と意見交換をしていきたい。 

 要請するというよりも意見交換をしながら、理解を深めながら、いくことが非常に大

切なことだと。それと、やはり３．１１というのを、これを風化させないということも

非常に大切なことの１つだと、こういうふうに思っておりますので、ご理解を賜りたい

と思います。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長 



 

 三浦議員。 

 

●３番 

 改めて、これで質問を終わります。 

 

●議長                            （１１時３７分） 

 以上で、三浦議員の一般質問を終わります。 

 

                                       

（（（（３３３３．．．．６６６６番番番番森森森森議員議員議員議員のののの質問質問質問質問・・・・答弁答弁答弁答弁））））                （１１時３８分） 

 

●議長 

 ６番森議員。 

 

（６番 登壇） 

 

●６番 

 第２回定例会、出席大変ご苦労さまです。 

 私は、教育長に大綱１点だけ質問を致したいと思いますので、よろしくお願いします。 

 萬教育長は、この４月に教育長になられてから、初めての定例会だと思います。 

 本当に出席大変ご苦労さまでございます。 

 ４月に教育長になられたということで、前教育長の教育行政執行方針に沿って教育行

政を進めることと思いますが、私は、まちづくりをしていく中において、教育の果たす

役割は大変重要になってくると思い、教育長に質問を致したいと思いますので、よろし

くお願い申し上げます。 

 近年、少子高齢化の中において、より一層核家族化が進んでいるのが現状でございま

す。 

 こうした中において、特に、自由人という人も増えているのも事実であります。 

 このような人たちは、決まった職にもつかず、職も安定していない現状から、なかな

か結婚もしないような現状であります。 

 すべてが、このような人たちばかりではありませんが、結婚の晩婚化や、結婚を望ま

ない人も出てきているのも現実であります。 

 このような様々なことが重なり合ってのことではありますが、また、奈井江町ばかり

だけではありませんが、生産人口が確実に減り続けている現状があります。 

 私は、議員になった時から、活力あるまちづくりを進めるには、教育の果たす役割は

大変重要なものがあるのではないかと思い、教育に関して質問をして参りました。 

 北町長もよく言っておられます、まちづくりは人づくりと、人を作ることによって町

は出来るとおっしゃっておられます。 

 私も同じような考えであります。 



 

 奈井江町の再生は人づくりをする事によって再生は出来るものと、私は考えているの

もの一人でございます。 

 教育力の向上をはかることによって、活力あるまちづくりをしていくべきだと思い、

教育長に、町づくりを担う教育のあり方についてお伺いをしたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

 

●議長                            （１１時４０分） 

 教育長。 

 

（教育長 登壇） 

 

●教育長 

 只今、森議員よりご質問のございました、まちづくりを担う教育の基本的考え方とい

うことでご質問ございまして、お答えを申し上げたいと思います。 

 教育長を拝命いたしまして、３か月弱というふうになりますけれども、日に日に、そ

の重責を感じているというところでございます。 

 本年度は、先ほど申し上げましたとおり、旧江南小学校と旧奈井江小学校を統合し、

新設奈井江小学校がスタート致しました。 

 まさに、今年は、本町の初等教育にとりまして、歴史に残る年でございます。 

 今後、統合による優位性を最大限に発揮できますよう、学校長をはじめ教職員、関係

各位とともに努力していく所存でございます。 

 本町は、全国に先駆けまして、「子どもの権利に関する条例」を制定し、子どもの人

権と権利を尊重、子どもが参加するまちづくりを推進してございます。 

 現在、子どもを取り巻く環境は、誠に厳しいものがあります。 

 連日のように虐待・いじめ・体罰等の報道がなされているということでございます。 

 子どもの権利や人権が大きく揺らいでいる状況の中にあって、本条例の意義は誠に大

きく、今後とも、この条例の目標に向かって努力していかなければならないというふう

に考えてございます。 

 一昨年、「教育ビジョン」を策定し、本町が目指す教育の基本理念や施策の方向性に

ついて、お示しをさせて頂いております。 

 本年度の「教育行政執行方針」にもありますとおり、教育ビジョンの目標の達成に向

けまして、家庭・学校・地域が、一体となりまして、子どもたちの成長を支える教育を

目指すというものでございます。 

 学校教育は、子どもが主人公、それから、生涯学習や文化振興は、町民各位が主人公

ということを肝に銘じまして、教育行政の推進に努力して参りたいというように考えて

ございます。 

 議員各位・町民各位のご指導・ご鞭撻を切にお願い申し上げまして、答弁とさせて頂

きたいと思います。 

 



 

●議長                            （１１時４３分） 

 ６番森議員。 

 

●６番 

 只今の教育長の答弁は理解したいと思っております。 

 その中において、教育長の今、答弁の中に、統合の優位性を図りながらというお話が

出てきました。 

 この春、江南小学校と奈井江小学校が統合致しまして、新奈井江小学校が出来ている

んですけれども、そういった意味で、そこの優位性を図っていくという考えなのかなと

いう思いがしますけれども、是非、このことについては、その優位性を図って頂きたい

と思いますけれども、優位性とは、教育長が考える中において、どのような考えをもっ

ておられるのか、その点について、もう一度お聞きたいと思います。 

 

●議長                            （１１時４４分） 

 教育長。 

 

●教育長 

 森議員のご質問にお答えを申し上げたいと思いますが、統合に伴う、優位性を最大限

に発揮をしてということに対して、具体的にどのようものがあるかというようなご質問

かと思います。 

 統合の優位性というのは、まず１つが、適正規模による学校経営、これにつきまして

は、統合で実現をさせて頂いたというふうに考えてございます。 

 もう１つ大きなものということで考えをさせて頂いていますのは、町内で２校ありま

した小学校が１校になったということに伴いまして、中学校との連携がより強化され、

出来る環境になったのかなというふうに考えてございます。 

 これに伴いまして、一昨年策定を致しました教育ビジョンの中にも記載してございま

すが、小中一環的教育の実現の環境が整ったということも言えるというふうに考えてご

ざいます。 

 小中一環教育というのは、議員ご存じの通り、義務教育９年間、一貫してですね、児

童の発達に応じて、教育もしくは生活指導等が出来るといいますか、実現できるという

というものでございます。 

 これについては、色々な方法があろうかと思いますが、一貫校といいますと、私のイ

メージ、ここくる前のイメージでいきましたら、校舎を一緒にするだとかいう部分があ

りますけれども、私ども、目指すのは連携型という部分でございまして、例えば、学校

間の情報等の共有化、もしくは、教師との交流、これは例えば小学校の教師が、中学校

の授業に参画、もしくは中学校の教師が小学校に参画等を目指すというのが、私どもの

教育ビジョンの考え方というふうに認識をさせて頂いております。 

 ただ、これにつきましては、なかなかやはり、課題といいますか、大きな課題があろ

うかと思います。 



 

 すぐ実現するというふうにも認識は、私としては、今、しなければならないかもしれ

ませんし、してはおりませんけれども、これに向けてですね、努力をして参りたいとい

うふうに考えてございますので、この点ご理解を賜りたいと思います。 

 以上でございます。 

 

●議長                            （１１時４６分） 

 ６番森議員。 

 

●６番 

 今、再質問に対しての答弁は分かりました。 

 先ほど、最初に言いましたように、教育力を上げることが、私はまちづくりに繋がっ

ていくものだと信じております。 

 是非、今、言ったことも重要だと思います。 

 そういうことも考えながら、取り組んで頂きたいと思いますし、今後、奈井江町で本

当に教育を受けたいんだと、そういったまちづくりを目指して取り組んで頂ければあり

がたいかと思いますので、よろしくお願いします。 

 以上、私の質問と致します。 

 

●議長                           

 以上で、森議員の一般質問を終わります。 

 昼食のため、１時００分まで暫時休憩と致します。 

 

（休憩）                           （１１時４７分） 

                                       

日程第日程第日程第日程第６６６６    報告第報告第報告第報告第１１１１号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑            （１２時５９分） 

 

●議長 

 休憩前に引き続き、会議を再開致します。 

 日程第６、報告第１号「平成２４年度奈井江町一般会計予算繰越明許費繰越計算書に

ついて」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 定例会のご出席、ご苦労さまでございます。 

 議案書の１頁をお開き下さい。 

 報告第１号「平成２４年度奈井江町一般会計予算繰越明許費繰越計算書について」 



 

 平成２４年度奈井江町一般会計予算の繰越明許費は、次のとおり翌年度に繰越したの

で、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告する。 

 平成２５年６月１８日提出、奈井江町長。 

 この計算書は、先の議会によりご決定を頂きました５つの事業の翌年度繰越額が確定

したことに伴い、報告をするものであり、過疎集落等自立再生緊急対策事業６９１万９

千円、農業体質強化基盤整備促進事業２，４７７万円、地域活性化ホール建設事業３億

８０４万７千円、公営住宅屋根葺替工事５１０万円、奈井江中学校耐震補強工事８，５

９９万５千円となっております。 

 これらの経費の合計４億３，０８３万１千円に必要な財源につきましては、国庫支出

金等の特定財源４億２，３４５万円、一般財源７３８万１千円となっております。 

 以上、報告致しますので、ご承認下さいますよう、よろしくお願いを致します。 

 

●議長  

 以上、報告事項ですが、特に質疑があれば発言を許します。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 報告第１号を報告済みと致します。 

                               

                                       

日程第日程第日程第日程第７７７７、、、、報告第報告第報告第報告第２２２２号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑            （１３時０１分） 

 

●議長 

 日程第７、報告第２号「奈井江町第５期まちづくり計画「後期実施計画」の変更につ

いて」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書の２頁をお開き下さい。 

 報告第２号「奈井江町第５期まちづくり計画「後期実施計画」の変更について」 

 奈井江町第５期まちづくり計画「後期実施計画」の変更を行ったので、次のとおり報

告する。 

 平成２５年６月１８日提出、奈井江町長。 

 別冊でお配りをしておりますので、詳細につきましては、担当課長から説明させます。 



 

 よろしくご承認下さいますよう、お願い申し上げます。 

 

●議長 

 まちづくり課長。 

 

●まちづくり課長 

 改めまして定例会出席、大変お疲れさまでございます。 

 それでは、報告第２号について、説明をさせて頂きますので、定例会資料の１頁をお

開き下さい。 

 今回の変更につきましては、現状と課題のほか、各種事務事業に係る整理、変更を行

うものでございます。 

 変更の内容につきまして、主要項目の説明を致しますが、黒い四角記号の１番目、現

状と課題の該当ページ６では、「老朽化した橋梁についても、早急な整備が必要であ

る」との文言を追加してございます。 

 該当ページ２３では、障がいへの理解を深めるなど、おもいやり障がい福祉条例の制

定に伴う変更をしております。 

 定例会資料の２頁にわたります、四角記号の２番目、「実施項目」においては、『老

朽化した橋梁の改修工事の実施』や『やすらぎの家の特殊浴槽の更新』『おもいやりの

障がい福祉条例の基本理念に伴うガイドブックの作成や就労支援』また『社会教育セン

ター駐車場の改修』『京極地区の道営土地改良事業の実施』の５項目について新規に掲

載を行ったほか、事業年度の見直し等、８項目についての変更を行ってございます。 

 なお、今回の報告に基づきまして、改訂を行った計画書については、別冊にて配布を

してございますので、後ほどご覧頂きたいと存じます。 

 以上、「奈井江町第５期まちづくり計画後期実施計画の変更について」説明をさせて

頂きました。 

 よろしくご審議の上、ご承認下さいますようお願い申し上げます。 

 

●議長  

 以上、報告事項ですが、特に質疑があれば発言を許します。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 報告第２号を報告済みと致します。 

                               

                                       

日程第日程第日程第日程第８８８８、、、、報告第報告第報告第報告第３３３３号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑            （１３時０４分） 

 



 

●議長 

 日程第８、報告第３号「専決処分の報告について（損害賠償額の決定）」を議題とし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書３頁をお開き下さい。 

 報告第３号「専決処分の報告について」 

 地方自治法第１８０条第１項の規定により、議会の議決において指定されている事項

について次のとおり専決処分したので、同条第２項の規定により報告する。 

 平成２５年６月１８日提出、奈井江町長。 

 記と致しまして、１．賠償の相手方、小島、２．事故の概要、平成２５年２月２０日

午前１０時５５分頃、秩父別町１５４４番地先の信号のない交差点で、公務出張中の教

育委員会事務局職員が運転する本町所有の普通乗用車が交差点に進入しようとしたとこ

ろ、左方向から直進してきた相手方乗用車がこれを避けようとして、路肩に衝突した事

故であります。 

 和解内容につきましては、相手方に対し、本件事故による賠償額１８万４，７１１円

のうち、過失割合に相当する１３万８，５３３円の支払い義務があることを認め、和解

が成立したものであります。 

 損害賠償額は今申し上げましたとおり１３万８，５３３円。 

 専決処分を行った日は平成２５年５月１３日であります。 

 よろしくご承認を頂きたいと思いますが、この後、報告第４号、第５号それぞれにつ

いて、専決処分をさせて頂いたところですけれども、職員一同、交通安全により一層心

がけて事故のない方向で対応していきたいと思いますので、よろしくお願いを申し上げ

ます。 

 

●議長  

 以上、報告事項ですが、特に質疑があれば発言を許します。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 報告第３号を報告済みと致します。 

                               

                                       



 

日程第日程第日程第日程第９９９９、、、、報告第報告第報告第報告第４４４４号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑            （１３時０６分） 

 

●議長 

 日程第９、報告第４号「専決処分の報告について（損害賠償額の決定）」を議題とし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 ４頁をお開き下さい。 

 報告第４号「専決処分の報告について」 

 地方自治法第１８０条第１項の規定により、議会の議決において指定されている事項

について次のとおり専決処分したので、同条第２項の規定により報告する。 

 平成２５年６月１８日提出、奈井江町長。 

 記と致しまして、賠償の相手方は萬さん。 

 事故の概要は、平成２５年２月２８日午前１０時２７分頃、字奈井江１２番地先の信

号のない交差点で、委託職員が運転する本町所有の乗合自動車が交差点に進入しようと

したところ、凍結路面上でスリップし、右方向から進入してきた軽自動車と接触した事

故であります。 

 和解内容につきましては、相手の賠償額１８万円のうち、過失割合６割に相当する１

０万８千円の支払い義務があることを認め、和解となったものであります。 

 損害賠償額は１０万８千円で、専決処分の年月日は平成２５年５月２０日であります。 

 よろしくお願いを申し上げます。 

 

●議長  

 以上、報告事項ですが、特に質疑があれば発言を許します。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 報告第４号を報告済みと致します。 

 

                                       

日程第日程第日程第日程第１０１０１０１０、、、、報告第報告第報告第報告第５５５５号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑           （１３時０８分） 

 

●議長 



 

 日程第１０、報告第５号「専決処分の報告について（損害賠償額の決定）」を議題と

します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書の５頁をお開き下さい。 

 報告第５号「専決処分の報告について」 

 地方自治法第１８０条第１項の規定により、議会の議決において指定されている事項

について次のとおり専決処分したので、同条第２項の規定により報告する。 

 平成２５年６月１８日提出、奈井江町長。 

 記と致しまして、賠償の相手方は、志賀さん。 

 事故の概要は、平成２５年４月３０日午後７時００分頃、字チャシュナイ１０３７番

地１３１地先の町道において、相手方所有の普通乗用車が道路の穴に気づかず直進した

ところ、衝撃で車両左前方及び後方のタイヤを損傷した事故であります。 

 和解の内容は、相手方の一切の損害額１５万９，６００円の支払い義務があることを

認め、和解が成立したものであります。 

 損害の賠償額は今申し上げました１５万９，６００円。 

 専決処分の年月日は平成２５年５月２１日であります。 

 以上、報告させて頂きますので、よろしくお願いを申し上げます。 

 

●議長  

 以上、報告事項ですが、特に質疑があれば発言を許します。 

 森岡議員。 

 

●５番 

 専決処分と賠償額等についてのことに関しては意見はないんですけれども、この案件、

今までの、前の２つはちょっと致し方ない、滑ったとかね、そういう不注意ではなくて、

致し方ない部分があると思うんですけれども、これは、道路に穴が開いていたというこ

とで、もしかしたらこれ以外の方もそういうことあったかもしれませんけれども、この

事態が発覚した時に、近隣また町内含めてね、危険箇所等のチェックはされたのかどう

か、その部分について１点、質問させて頂きます。 

 

●議長 

 まちなみ課長。 

 

●まちなみ課長 



 

 只今の森岡議員のご質問にお答えしたいと思います。 

 今回の報告第５号の専決処分の事故におきましては、今回の穴は、雪解け後に発覚し

た穴で、一度補修を行った箇所でありまして、町でも発見した時には随時、補修を行っ

ておりました。 

 今回、連休の前半ということもありまして、当日、雨が降ってですね、水たまりもあ

って我々も、穴があることは承知しておりませんでしたけれども、今回、こういう事態

に陥ったということで、今回の事故起きて、あと、全町ですね、パトロールも行いまし

て、小さな穴から大きな穴まで、破損につきましては、補修を行い、また、監視もして

いるところでございます。 

 これからも、このような事故がないようなパトロール体制を取りたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

 

●議長 

 他にございませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑を終わります。 

 報告第５号を報告済みと致します。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１１１１１１１１    議案第議案第議案第議案第１１１１号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決     （１３時１２分） 

 

●議長 

 日程第１１、議案第１号「平成２５年度奈井江町一般会計補正予算（第２号）」を議

題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 ６頁をお開き下さい。 

 議案第１号「平成２５年度奈井江町一般会計補正予算（第２号）」 

 平成２５年度奈井江町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６，０００万

３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４９億１，０６８万３千円と

する。 



 

 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

 地方債の補正、第２条、地方債の追加は、第２表、地方債補正による。 

 平成２５年６月１８日提出、奈井江町長。 

 次の頁をお開き下さい。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入、１５款道支出金７００万１千円を追加し２億９，９６１万３千円、１７款寄附

金９９万９千円を追加し１００万円、１８款繰入金１，１４３万６千円を減額し２億８，

１３７万７千円、１９款繰越金６，１４４万１千円を追加し６，１４４万２千円、２０

款諸収入２千円を減額し８，４１０万８千円、２１款町債２００万円を追加し５億４８

０万円、歳入合計６，０００万３千円を追加し４９億１，０６８万３千円。 

 歳出、１款議会費４７万７千円を減額し４，２３８万７千円、２款総務費５，１７５

万７千円を追加し３億７，２２２万９千円、４款衛生費１１万９千円を追加し６億３，

７９４万１千円、６款農林水産業費９０７万６千円を追加し３億４，７０７万５千円、

７款商工費１１９万７千円を追加し１億５９７万４千円、８款土木費２０８万１千円を

減額し５億４，４１４万５千円、１２款職員費４１万２千円を追加し６億８，９０３万

８千円、歳出合計６，０００万３千円を追加し４９億１，０６８万３千円。 

 第２表、地方債補正。 

 起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法の順で申し上げます。 

 一般廃棄物処理事業債２００万円、普通貸借又は証券発行。４．０％以内。ただし、

利率見直し方式で借入れる資金の利率見直しを行った後については、当該見直し後の利

率による。政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合にはその債権

者と協定するものによる。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、

または繰上償還もしくは低利に借換えすることができる。 

 補正予算の内容について歳出からご説明を致します。 

 １３頁をお開き下さい。 

 議会費、その他議会運営に要する経費では、事業費支弁の精査を行い、臨時事務員社

会保険料賃金で合わせ４７万７千円の減額計上。 

 総務費の総務管理費の地域振興基金では、ご寄付による積立金９９万９千円の追加計

上。 

 徴税費の賦課徴収費では、地方税電子申告システム導入委託料７５万８千円を追加計

上。 

 衛生費、保健衛生費の保健衛生総務費では、病院事業会計繰出金、医療総合情報シス

テム整備に係る繰出金として１１万９千円を追加計上致しております。 

 清掃費のし尿処理費では、財源の振り替えを行っております。 

 １５頁。農林水産業費、農業費の農業振興費では、農業振興に要する経費として、国

の後継者育成・新規就農支援策に対応し、青年就農給付金事業補助金で４５０万円を追

加計上。 

 環境保全型農業直接支払交付金に要する経費として、制度改正による交付対象の拡充



 

に対応し３４２万１千円を追加計上。 

 農地費の農業経営高度化支援事業に要する経費では、事業費精査による組み替え等に

より、一般職給料３４万１千円を減額計上、共済費で一般職共済費、臨時職員社会保険

料合わせて６万６千円を減額計上、臨時職員賃金で３９万２千円を追加計上、コピー用

紙ほか消耗品費で５万円を追加計上するなど、合わせて３万５千円を追加計上致してお

ります。 

 農業構造改善センター費では、雪害による大研修室トップライトペアガラス修繕料で

１１２万円を追加計上致しております。なお、財源につきましては、町村会の建物災害

共済の手続きをとる予定であり、確定後、災害補償保険収入の精査をさせて頂くことと

致します。 

 商工費、商工業振興費では、交流プラザみなクルの管理運営に要する経費として、準

備室長及び施設長報酬で５５万円、施設周辺の交通安全対策に必要な歩行者通路車止め、

敷地内標識などの消耗品費６４万７千円の、合わせて１１９万７千円を追加計上致して

おります。 

 １７頁。土木費の、都市計画費の下水道費では、下水道事業会計における繰越金の確

定による繰出金の見込み精査を行い２０８万１千円を減額計上。 

 職員費の職員給与費では、財源の振り替えを行ったほか、事業費支弁の精査によって、

一般職給料３４万１千円、共済費７万１千円、合わせて４１万２千円を追加計上致して

おります。 

 次に、歳入について説明致します。 

 １１頁をお開き下さい。 

 道支出金、道補助金の農林水産業費道補助金では、環境保全型農業直接支払交付金１

７１万円、青年就農給付金事業補助金４５０万円を追加計上。 

 電源立地地域対策交付金では、交付金の確定により７９万１千円を追加計上致してお

ります。 

 寄附金では、株式会社櫻井千田様のご寄附により９９万９千円の追加計上。 

 繰入金、基金繰入金の過疎地域自立促進特別事業基金繰入金では、医療総合情報シス

テム整備に係る見込み精査を行い１１万９千円を追加計上。 

 繰越金では、前年度からの繰越金６，１４４万１千円を追加計上。 

 諸収入の雑入では、事業費支弁精査による、臨時事務員社会保険料本人負担分２千円

を減額計上。 

 町債､一般廃棄物処理事業債では、石狩川流域下水道組合が事業実施主体で行う、Ｍ

ＩＣＳ（ミックス）事業による汚泥等処理施設建設に係る事業効果促進事業単独分につ

いて起債充当が可能となったことから２００万円を追加計上致しております。 

 以上における歳入歳出の差６，１５５万５千円につきましては、歳出予算１３頁、総

務費の北海道市町村備荒資金組合負担金として２千万円、奈井江町役場庁舎整備基金に

３千万円の積立てを行ったほか、１１頁、歳入予算における財政調整基金繰入金を１，

１５５万５千円減額し、収支の均衡を図ったところであります。 

 以上、補正予算の概要について説明致しましたので、よろしくご審議の上、ご決定を



 

お願い致します。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を一括して行います。 

 ６番森議員。 

 

●６番 

 １６頁のところにあります農業振興に要する経費のところの４５０万円の追加のこと

でちょっとお伺いしたいと思います。 

 これは、青年就農給付金ということで、４５０万、国から来て、交付されることにな

るんですけれども、これは若者に就農させるという活動の補助金みたいなことだと思い

ますけれども、この補助金には準備型とそれから経営開始型という２つがあるんですけ

れども、この場合のやつは、この準備型なのか経営開始型なのか、それと合わせて、多

分１人１５０万ずつ年間補助されると思います。 

 行政報告の中で、町長も国に要請されたというお話なんですけれども、そういったこ

とが１５０万円ということは、簡単に言うと３名の申請があったのかなという思いがし

ますけれども、取り組みの内容も分かれば教えて頂きたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

 

●議長 

 ふるさと振興課長。 

 

●ふるさと振興課長 

 只今の森議員のご質問にお答えをして参りたいと思いますが、農業振興に要する経費

は、只今ご指摘の通り青年就農給付金の給付でございまして、農協との事前の調査等も

含めて希望が今３名上がってございまして、これは経営開始型ということで、ございま

す。 

 それぞれ、今、この給付に対応出来るかどうかということで、各対象者との聞き取り

調査を行ってございます。 

 それぞれ今２０代の方でございますが、親元で農地を引き継ぐなり、また借入を行う

だとか、そういった形で一定条件を目指して営農したいという考え方で今、進めている

ものでございます。 

 

●議長 

 森議員。 

 

●６番 

 今の課長の説明で、経営開始型で取り組むということでありますね。 

 是非、これすごく素晴らしい良いことだと思いますので、なかなかこれ、周知徹底は



 

どのようにされているのか、その辺をもう一度確認させて下さい。 

 

●議長 

 ふるさと振興課長。 

 

●ふるさと振興課長 

 先ほども少し申し上げましたが、今、特に親元で就農をされていて、将来この制度が

特に独立をして、農業経営者になることに強い意志を持っているというようなことが、

理念となってございますので、そういった部分、客観的に農協さんとも状況を把握させ

て頂いて、年度当初においては５名程度いるんじゃないかというようなことで把握をさ

せて頂いて、道に対してはそういった要望もしてございました。 

 その中でそれぞれあたって、個々にあたっていく中で、今回３名というような意思が

あるということでございますので、今後も、それぞれ周知、農協も通じてですね、周知

も行いながら、制度が有意義に活用されるようにして参りたいというふうに考えてござ

います。 

 

●議長 

 他にありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 ないようですので、質疑を終わります。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第１号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       



 

日程日程日程日程第第第第１２１２１２１２、、、、議議議議案第案第案第案第２２２２号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決     （１３時２６分） 

 

●議長 

 日程第１２、議案第２号「平成２５年度奈井江町国民健康保険事業会計補正予算（第

１号）」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 ２０頁をお開き下さい。 

 議案第２号「平成２５年度奈井江町国民健康保険事業会計補正予算（第１号）」 

 平成２５年度奈井江町の国民健康保険事業会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの

金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

 平成２５年６月１８日提出、奈井江町長。 

 次の頁をお開き下さい。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入、４款繰入金６２４万３千円を減額し６，６３５万５千円、５款繰越金６２４万

３千円を追加し６２４万４千円、歳入合計、補正の額に変更はありません。合計額が２

億３，６１０万円であります。 

 補正の内容についてですが、歳入の繰越金で、前年度からの繰越金６２４万３千円を

追加計上致しております。 

 これに伴い、繰入金で繰越金と同額を減額計上し収支の均衡を図ったところでありま

すので、よろしくご審議の上、ご決定をお願い致します。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を一括して行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 



 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第２号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１３１３１３１３    議案第議案第議案第議案第３３３３号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決     （１３時２８分） 

 

●議長 

 日程第１３、議案第３号「平成２５年度奈井江町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 ２３頁をお開き下さい。 

 議案第３号「平成２５年度奈井江町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」 

 平成２５年度奈井江町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定める

ところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２７万１千円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９，３４２万１千円とする。 

 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

 平成２５年６月１８日提出、奈井江町長。 

 次の頁をお開き下さい。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入、４款繰越金２７万１千円を追加し２７万２千円、歳入合計２７万１千円を追加

し９，３４２万１千円。 

 歳出、２款後期高齢者医療広域連合納付金２７万１千円を追加し９，３０９万２千円、

歳出合計２７万１千円を追加し９，３４２万１千円。 

 補正の内容につきましては、歳入の繰越金で前年度からの繰越金２７万１千円を追加



 

計上し、歳出では後期高齢者医療広域連合納付金として、同額を追加計上したものであ

ります。 

 以上、補正予算の概要について説明致しましたので、よろしくご審議の上、ご決定を

お願い致します。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を一括して行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第３号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１４１４１４１４、、、、議案第議案第議案第議案第４４４４号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決     （１３時３０分） 

 

●議長 

 日程第１４、議案第４号「平成２５年度奈井江町下水道事業会計補正予算（第１

号）」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 



 

 ２８頁をお開き下さい。 

 議案第４号「平成２５年度奈井江町下水道事業会計補正予算（第１号）」 

 平成２５年度奈井江町の下水道事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの

金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

 平成２５年６月１８日提出、奈井江町長。 

 次の頁をお開き下さい。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入、３款繰入金２０８万１千円を減額し２億５，５２２万１千円、４款繰越金２０

８万１千円を追加し２０８万３千円、歳入合計、補正額がありませんで、歳入合計が５

億３，８００万円であります。 

 補正の内容につきましては、前年度からの繰越金２０８万１千円を追加計上し、これ

に伴い、繰入金で一般会計繰入金を同額減額計上し、収支の均衡を図ったところであり

ます。 

 また、歳出において、歳入の補正に伴いまして、公債費元金の財源の振り替えも行っ

ております。 

 以上、補正予算の概要について説明致しましたので、よろしくご審議の上、ご決定を

お願い致します。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を一括して行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第４号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 



 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１５１５１５１５    議案第議案第議案第議案第５５５５号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決     （１３時３３分） 

 

●議長 

 日程第１５、議案第５号「平成２５年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計補正予

算（第１号）」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書３３頁をお開き下さい。 

 議案第５号「平成２５年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第１

号）」 

 総則、第１条、平成２５年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第１

号）は、次に定めるところによる。 

 業務の予定量の補正、第２条、平成２５年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計予

算第２条に定めた業務の予定量を、次のとおり補正する。 

 建設改良事業３０７万３千円を追加し９，３１０万７千円。 

 収益的収入及び支出の補正、第３条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定

額を、次のとおり補正する。 

 収入、第１款病院事業収益３万９千円を追加し１０億７，２８５万８千円。 

 支出、第１款病院事業費用１８８万３千円を追加し１１億４，７９３万６千円。 

 次の頁をお開き下さい。 

 資本的収入及び支出の補正、第４条、予算第４条中不足する額４，４８９万４千円を

不足する額４，４９４万８千円に、過年度分損益勘定留保資金４，４８９万４千円を過

年度分損益勘定留保資金４，４９４万８千円に改め、資本的収入及び支出の予定額を、

次のとおり補正する。 

 収入、第１款資本的収入３０１万９千円を追加し１億３，７７０万６千円。 

 支出、第１款資本的支出３０７万３千円を追加し１億８，２６５万４千円。 

 企業債の補正、第５条、予算第５条に定めた限度額を、次のとおり補正する。 

 起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法の順で申し上げますが、起債の

方法、利率、償還の方法については変更がございません。 

 医療機器整備事業の病院事業債では２７０万円を追加し１，４８０万円。 

 医療機器整備事業の過疎債では２０万円を追加し１，２３０万円。 



 

 平成２５年６月１８日提出、奈井江町長。 

 補正の内容について、収益的支出から説明を致します。 

 ３７頁をお開き下さい。 

 病院事業費用、医業費用の経費では、超音波診断装置ほかの医療機器修繕で１７４万

３千円の追加計上。 

 入院費及び見舞金等の補償費で１４万円を追加計上致しております。 

 次に収益的収入について、ご説明を致します。 

 病院事業の収益の医業外収益では、損害保険給付金３万９千円を追加計上。 

 次に、資本的支出について説明を申し上げます。 

 ３８頁をお開き下さい。 

 資本的支出の建設改良費、資産購入費では、健寿苑とやすらぎの家にかかる地域医療

総合情報システムの追加整備他で３０７万３千円を追加計上致しております。 

 資本的収入の企業債では、地域医療情報システム整備等にかかる財源として特別地方

債で２７０万円、過疎債で２０万円を追加計上。 

 負担金では、地域医療総合情報システム整備にかかる一般会計負担金１１万９千円を

追加計上致しております。 

 以上の結果、単年度実質収支では２，６８４万９千円の赤字となりますが、繰越実質

収支では３億３３１万６千円の黒字を見込んでおります。 

 以上、補正予算の概要について説明致しましたので、よろしくご審議の上、ご決定を

お願い致します。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を一括して行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第５号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 



 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１６１６１６１６    議案第議案第議案第議案第１２１２１２１２号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決    （１３時３８分） 

 

●議長 

 日程第１６、議案第１２号「工事請負契約について【奈井江小学校大規模改造建築主

体工事（第２期工事）】」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書の５３頁をお開き下さい。 

 議案第１２号「工事請負契約について」 

 下記のとおり工事請負契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第５号及び奈

井江町財産及び契約に関する条例第２条の規定に基づき、町議会の議決を求める。 

 平成２５年６月１８日提出、奈井江町長。 

 記と致しまして、契約の目的は、奈井江小学校大規模改造建築主体工事（第２期工

事）であります。 

 契約の方法は、指名競争入札により、契約の金額は９，７２８万２，５００円。 

 うち消費税及び地方消費税の額は４６３万２，５００円であります。 

 契約の相手方は、空知郡奈井江町字奈井江３２番地１３の株式会社鈴木東建 奈井江

本店内、鈴木東建・共和経常建設共同企業体であります。 

 入札の執行調書は、次頁についておりますので、参考にして頂きたいと思います。 

 以上、説明致しましたので、よろしくお願いを申し上げます。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を一括して行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 



 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第１２号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１７１７１７１７    議案第議案第議案第議案第１３１３１３１３号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決    （１３時４０分） 

 

●議長 

 日程第１７、議案第１３号「工事請負契約について【奈井江中学校耐震補強工事（第

一期工事）】」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書５５頁をお開き下さい。 

 議案第１３号「工事請負契約について」 

 下記のとおり工事請負契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第５号及び奈

井江町財産及び契約に関する条例第２条の規定に基づき、町議会の議決を求める。 

 平成２５年６月１８日提出、奈井江町長。 

 記と致しまして、契約の目的は、奈井江中学校耐震補強工事（第一期工事）でありま

す。 

 契約の方法は、指名競争入札により、契約の金額は８，３５８万円。 

 うち消費税及び地方消費税の額は３９８万円であります。 

 契約の相手方は、空知郡奈井江町字チャシュナイ９８７番地１０の株式会社砂子組内 

砂子・櫻井千田・古屋経常建設共同企業体であります。 

 執行調書は、次頁につけておりますので、よろしくご審議の上、ご決定をお願い致し

ます。 

 



 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を一括して行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第１３号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 

                                       

日程第日程第日程第日程第１８１８１８１８、、、、１９１９１９１９    ２２２２請願請願請願請願のののの一括上程一括上程一括上程一括上程・・・・付託付託付託付託           （１３時４２分） 

 

●議長 

 日程第１８、請願第１号「札幌航空交通管制部の存続・充実を求める意見書の採択を

求める請願書」 

 日程第１９、請願第２号「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１/２への復元、

「３０人以下学級」の実現をめざす教職員定数改善、就学保障充実など2014年度国家予

算編成における教育予算確保・拡充に向けた意見書の採択を求める請願書」 

 以上、２請願を一括議題とします。 

 請願書の写しをお手元に配布しておりますので、表題のみ事務局長に朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

（２請願）朗読 

 

●議長 



 

 紹介議員の補足説明があれば発言を許します。 

 ３番。 

 

●３番 

 まず、請願第１号について、説明致します。 

 北海道は、日本全体の約２２％を占める広大な面積に、５４０万人強の人口が分散し

て居住しております。道内での都市間の移動に要する時間が、他県に比べて非常に長く

なっています。近年、高速道路の整備が進んで、自家用車や都市間高速バスによる移動

も以前に比べて時間的短縮が図られてきたが、まだまだ移動時間が道民の負担となって

います。 

 そうした中で、道内における航空ネットワークを将来的に維持していくことは、観光

客のみならず、道民にとっても非常に重要な課題であります。航空ネットワークを支え

ていく上で、国土交通省の札幌航空交通管制部の職員は管制業務、施設の維持管理業務

を通して航空機の安全運航の一翼を担っています。 

 札幌航空交通管制部は北海道の空港だけでなく、北東北地方も含めた１５空港から離

発着する航空機に対して航空管制業務を実施、また、全国の４カ所に設置されている航

空交通管制業務の拠点官署の一つであり、唯一積雪地域に立地している官署です。 

 この度、国土交通省はこうした重要な官署を、道内に代替機関を残すことなく廃止に

むけて検討していることは、新千歳空港における航空機の安全確保を憂慮するものです。 

 以上の趣旨から、北海道での航空行政の枠組みを堅持し、札幌航空交通管制部を存続

させること。及び、広大な北海道の航空行政を充実させるために、国の出先機関である

札幌航空交通管制部を充実させることを衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、国土

交通大臣に要請するものであります。 

 請願第２号につきまして、義務教育費国庫負担制度は、標準的な教職員数の確保につ

いて国の責任を果たすものであり、へき地校などが多い北海道においては、教育の機会

均等を保障する重要なものとなっております。 

 しかし、「三位一体改革」で削減されました負担率を１/３から１/２へ復元するなど

の拡充が必要です。 

 どこに住んでいても、同じように、行き届いた義務教育を受けることが出来るように、

１．義務教育費国庫負担制度の堅持と負担率を1/2に復元すること。２．文部科学省

「新・教職員定数改善計画」の確実な実施及びそれを上回る「30人以下学級」の早期実

現と教職員定数の改善を早期に実行すること。当面、小学校１年生から中学校３年生ま

での学級編成基準を順次改定すること。また、住む地域に関係なく子どもたちの教育を

保障するために、複式学級の解消に必要な教職員定数及び必要な予算の確保を図ること。

３．子どもたちや学校、地域の特性にあった教育環境を整備し、充実した教育活動を推

進するため、教頭・養護教諭・事務職員の全校配置を実現すること。４．給食費、修学

旅行費、教材費など保護者負担の解消、就学保障の充実、図書費など国の責任において

教育予算の十分な確保、拡充を行うこと。を、衆議院議員、参議院議員、内閣総理大臣、

文部科学大臣、財務大臣に要請するものであります。 



 

 各議員のご理解とご賛同をお願い致します。 

 

●議長 

 おはかりします。 

 請願第１号、請願第２号は、奈井江町議会会議規則第９０条第１項の規定により、所

管のまちづくり常任委員会に付託したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 請願第１号、請願第２号は、まちづくり常任委員会に付託することに決定しました。 

 おはかりします。 

 只今、まちづくり常任委員会に付託しました請願第１号、請願第２号につきましては、

会議規則第４５条第１項の規定により、６月１９日までに審査が終わるよう期限をつけ

たいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 請願第１号、請願第２号については６月１９日までに審査が終わるよう期限をつける

ことに決定しました。 

                                       

                                       

閉会閉会閉会閉会                                                                                                            

 

●議長 

 おはかりします。 

 ６月１９日は、議案調査のため休会としたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 議案調査のため６月１９日は、休会とすることに決定しました。 

 以上で、本日予定した議事日程を全部終了しましたので、本日はこれにて散会と致し



 

ます。 

 なお、２０日は１０時００分より会議を再開致します。 

 皆さん、大変ご苦労さまでした。 

                                       

                                       

                               （１３時５２分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 （１０時００分） 

                                       

開会開会開会開会・・・・挨拶挨拶挨拶挨拶    

 

●議長 

 皆さん、おはようございます。 

 第２回定例会も最終日になりましたが、よろしくお願い致します。 

 只今、出席議員１０名で定足数に達しておりますので、会議を再開します。 

                            

                                       

日程第日程第日程第日程第１１１１    会議録署名議員会議録署名議員会議録署名議員会議録署名議員のののの指名指名指名指名についてについてについてについて    

 

●議長 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２２条の規定により、３番三浦議員、４番大矢議員

を指名します。 

                               

                                       

日程第日程第日程第日程第２２２２、、、、議案第議案第議案第議案第６６６６号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決        

 

●議長 

 日程第２、議案第６号「奈井江町手数料条例の一部を改正する条例」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 おはようございます。 

 議案書の３９頁をお開き下さい。 

 議案第６号「奈井江町手数料条例の一部を改正する条例」 

 奈井江町手数料条例の一部を次のように改正する。 

 平成２５年６月１８日提出、奈井江町長。 

 本条例につきましては、中空知広域圏５市５町における戸籍システム共同運用を開始

するにあたり、戸籍法の規定に基づく磁気ディスクをもって調整された戸籍に記録され

ている事項の全部もしくは一部を証明した書面の手数料を、紙戸籍同様に徴収するため、

関連条例の一部を改正しようとするものであります。 

 施行日につきましては、運用開始日であります平成２５年９月３０日からこれを施行

しようとするものでありますので、よろしくご審議の上、ご決定をお願い致します。 



 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第６号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 

                                       

日程第日程第日程第日程第３３３３、、、、議案第議案第議案第議案第７７７７号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決      （１０時０２分） 

 

●議長 

 日程第３、議案第７号「奈井江町子ども・子育て会議設置条例」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書の４０頁をお開き下さい。 

 議案第７号「奈井江町子ども・子育て会議設置条例」 

 平成２５年６月１８日提出、奈井江町長。 

 本条例につきましては、子ども・子育て支援法第７７条第１項の規定に基づいて、奈

井江町子ども・子育て会議を設置し、当町における子ども・子育て支援に関する施策を



 

推進するため制定し、公布の日から施行しようとするものであります。 

 詳細について、担当課長に説明させますので、よろしくご審議の上、ご決定をお願い

致します。 

 

●議長 

 おもいやり課長。 

 

●おもいやり課長 

 改めまして、おはようございます。 

 議案第７号「奈井江町子ども・子育て会議設置条例」につきましてご説明致します。 

 議案書４０頁をご覧下さい。 

 平成２４年８月１０日に、すべての子どもの良質な育成環境を保障し、子ども・子育

て家庭を社会全体で支援することを目的と致しまして、関連する制度、財源の一元化と

新しい仕組み作りを構築し、「質の高い幼児期の学校教育・保育の総合的な提供」、

「保育の量的拡大・確保」、「地域の子ども・子育て支援の充実」を図るねらいから子

ども・子育て関連３法が成立し、平成２４年８月２２日に公布されたところでございま

す。 

 この３法の正式な施行日につきましては、国において平成２７年度施行を想定してお

りますことから、子ども・子育て支援法により、平成２６年度中に計画策定が求められ

ているところでございます。 

 幼児期の学校教育・保育・地域の子育て支援についての需給計画であります、「市町

村子ども・子育て支援事業計画」の策定にあたり、子育て当事者の意見反映のための審

議会として、地方版子ども・子育て会議を設置し、順次、地域の子ども・子育て支援の

充実を目指すため、本年度からの準備対応が求められているところでございます。 

 それでは、奈井江町子ども・子育て会議設置条例内容のご説明に入らさせて頂きます。 

 第１条の設置では、子ども・子育て支援法第７７条第１項において、市町村が行う子

ども・子育て支援に関する付属機関と致しまして、「審議会その他の合議制の機関」を

条例で設置することが求められているところでございます。 

 子育て当事者の意見を直接聞き、実態に見合った事業計画「子ども・子育て支援事業

計画」を策定するものでございます。 

 第２条、所掌事項では、子ども・子育て支援法第７７条第１項に規定する事項と致し

まして、１．教育・保育施設や、地域型保育事業の利用定員を定めること、２．子ど

も・子育て支援事業計画の策定・変更、３．町の子ども・子育て支援に関する施策の総

合的な推進に関し必要な事項及び当該施策の実施状況について、調査審議するものであ

ります。 

 また、当町と致しましては、みずほ幼稚園の閉園に伴い、「認定こども園保育所型」

の運営に関する事項につきましても、この会議の中で意見を求めていきたいと考えてお

ります。 

 第３条、組織では、子どもの保護者の他、保育所や幼稚園の従事者、有識者等により、



 

保育所と幼稚園の関係者が同じ場で議論したり、親の意見を聞くために、町長が委嘱す

る１５名以内の委員で構成するものであります。 

 第４条では、委員の任期を、第５条では、会議に会長及び副会長を置くことを、第６

条では、会議についてを、第７条では、会議の処務を、第８条では、委任事項を規定す

るものであります。 

 附則と致しまして、施行日は、公布の日から施行するものでございます。 

 以上、「奈井江町子ども・子育て会議設置条例」についてご説明申し上げました。 

 よろしくご審議の上ご決定をお願い致します。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

 森岡議員。 

 

●５番 

 只今、説明がありました「奈井江町子ども・子育て会議設置条例」なんですけれども、

改めて説明されまして、本当に非常に重要な会議になるんだなという認識でいるんです

けれども、只今説明あった部分だと思うんですけれども、今後の子育て支援や、わが町

で来年度、開設、認定こども園のこれからの運営計画にも関わっていく非常に重要な会

議との理解をさせて頂きましたけれども、この会議の設置の目的は、多分、第２条に関

わる、今説明あった法第７７条の第１項に掲げる事項ということで、口頭で説明あった

んですけど、これ、非常に重要な部分ですから、我が町に、この会議を設置を目的とし

て、もう一度、この部分説明頂けますでしょうか。 

 

●議長 

 おもいやり課長。 

 

●おもいやり課長 

 第２条の所掌事項では、子ども・子育て支援法第７７条第１項に規定する事項と致し

まして、教育・保育施設や、地域型保育の利用定員を定めると。それと、子ども・子育

て支援事業計画の策定・変更ということで、これが平成２６年の６月末までに策定しな

ければならない計画の議論をして頂かなければならない部分になっておりますし、３点

目の町の子ども・子育て支援に関する施策の総合的な推進に関しましては、こちらは、

町の施策の部分にも関連してきますので、みずほ幼稚園の閉園に伴う認定こども園の運

営に関する、今、親が一番気になる所だと思いますけれども、保育料金、あるいは、預

かり時間等々、こういった重要な事項について協議をさせて頂きたいというふうに意見

を求めて参りたいというふうに思っているところでございます。 

  

●議長 

 森岡議員。 



 

 

●５番 

 改めて今の説明で、本当に非常にね、これ重要な会議であるという認識はさせて頂き

ますが、それで次、第３条に関わる部分で、１５名のこの委員さん、これ本当に重要な

役割を担う方ということなんですが、色々な、団体とか立場からの選任されるのかなと

想定があるんですが、今現在どういう立場、また、個人名ではなくて、の方を想定され

ているのかということと、今、最終的に６月までに審議をしてというお話しがありまし

たけれども、それまでの来年の６月までのこの会議の具体的なスケジュールの進めにつ

いて、今、想定されている内容について、ご説明をお願いします。 

 

●議長 

 おもいやり課長。 

 

●おもいやり課長 

 只今の森岡議員のご質問でございますが、子ども・子育て会議で想定している委員。

２つ目に子ども・子育て会議の計画を含めた今後のスケジュールというご質問だったと

思いますけれども、初めに、会議で想定している委員につきましては、第３条に規定し

ております委員構成につきまして、保育所園児の保護者、幼稚園園児の保護者、子育て

支援センター利用をしている保護者、障がいを持つ子の保護者、キッズネットないえの

メンバー、保育所従事者、幼稚園従事者、主任児童委員、認可外保育託児所のてつなぎ

の従事者、ＰＴＡで小学生の保護者等を想定している所でございます。 

 ２つ目に、今後のスケジュールということでございますが、子ども・子育て支援事業

計画は平成２６年６月末までに策定する必要がございまして、その間に事業計画の需要

量の見込み設定のために住民の子育て支援に関する生活実態や要望についてのアンケー

トによるニーズ調査を行い、事業計画に反映していくものでございます。 

 平成２５年５月３１日に国の第２回、子ども・子育て会議が開催されたところではご

ざいますが、子ども・子育て支援事業計画を策定する際の国の基本指針案による、基本

的記載事項や、ニーズ調査票のひな形は今年夏に示される予定となっております。 

 国からの情報を的確に把握しながら、町におけるこども・子育て会議で協議をして参

りたいと思っております。 

 また、あわせて独自の課題と致しまして、認定こども園保育所型の運営に関する事項

も協議をして参りたいと考えておりますので、ご理解願います。 

 

●議長 

 森岡議員。 

 

●５番 

 大体のスケジュール等につきましては、理解をしました。 

 それで今回これ設置される会議なんですが、今、現在奈井江町に、子育て支援推進協



 

議会というのがございます。 

 それで、今説明あった新たな会議の方では、保護者の関わりの方がちょっと多いのか

なという印象を受けたんですけれども、今後のこの子育て推進協議会と、この新たに設

置する子ども会議の関わりと申しますか、その辺に関してどのようなことになるのか、

ご説明願います。 

 

●議長 

 おもいやり課長。 

 

●おもいやり課長 

 只今の森岡議員のご質問につきまして、既存の奈井江町子育て支援推進協議会との、

今回設置します子ども・子育て会議との関わりという部分だったと思いますが、条例提

案致しました、子ども・子育て会議は、子ども・子育て支援法に基づきまして、子育て

や保育の当事者で委員構成しまして、新たに設置する会議となってございます。 

 また、既存の奈井江町子育て支援推進協議会は、次世代育成支援対策推進法に規定す

る市町村行動計画（エンゼルプラン）を推進する業務もありながら、児童福祉法に規定

します、児童虐待による要保護児童の適切な保護又は要支援児童、特定妊婦への適切な

支援を図ることを想定した、福祉・教育・保健関係機関等の委員構成により、要保護児

童対策地域協議会が行う業務でございます。 

 重複する事項もございますが、時限立法であります、次世代育成支援対策推進法の動

向をみながら統一できないかを、今後、検討して参りたいと考えておりますのでご理解

願います。 

 

●議長 

 他にありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第７号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 



 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 

                                       

日程第日程第日程第日程第４４４４    議案第議案第議案第議案第８８８８号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決     （１０時１６分）    

 

●議長 

 日程第４、議案第８号「北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更につい

て」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書の４２頁をお開き下さい。 

 議案第８号「北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について」 

 地方自治法第２８６条第１項の規定により、北海道町村議会議員公務災害補償等組合

の規約を次のとおり変更する。 

 平成２５年６月１８日提出、奈井江町長。 

 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部を改正する規約。 

 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部を次のように変更するということ

でありまして、この本案につきましては、北海道町村議会議員公務災害補償等組合に、

北空知圏学校給食組合が加入することに伴う規定の整備を行うものであります。 

 本議会に対する協議を行おうとするものでありまして、この規約は総務大臣の許可の

あった日から、施行しようとするものでありますので、よろしくご審議の上、ご決定を

お願い致します。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 



 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第８号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 

                                       

日程第日程第日程第日程第５５５５    議案第議案第議案第議案第９９９９号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決      （１０時１７分）    

 

●議長 

 日程第５、議案第９号「北海道市町村総合事務組合規約の変更について」を議題とし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書４３頁をお開き下さい。 

 議案第９号「北海道市町村総合事務組合規約の変更について」 

 地方自治法第２８６条第１項の規定により、北海道市町村総合事務組合規約を次のと

おり変更する。 

 平成２５年６月１８日提出、奈井江町長。 

 北海道市町村総合事務組合の規約の一部を変更する規約。 

 北海道市町村総合事務組合規約の一部を次のように改正する。 

 本案につきましても、先ほど同様、北空知圏学校給食組合の加入に伴う規定の整備を

行おうとするものであり、総務大臣の許可のあった日からこれを施行するとするもので

あります。 

 よろしくご審議の上、ご決定をお願い致します。 

 

●議長 



 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第９号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第６６６６    議案第議案第議案第議案第１０１０１０１０号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決                    （１０時１９分） 

 

●議長 

 日程第６、議案第１０号「奈井江町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更につい

て」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書４４頁をお開き下さい。 

 議案第１０号「奈井江町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更について」 

 奈井江町過疎地域自立促進市町村計画の一部を次のとおり変更したいので、過疎地域

自立促進特別措置法第６条第７項の規定に基づき、町議会の議決を求める。 

 平成２５年６月１８日提出、奈井江町長。 

 本案につきましては、過疎計画の新規事業の実施及び既掲載事業の名称の変更に伴い、



 

奈井江町過疎地域自立促進市町村計画の一部を変更しようとするものであります。 

 詳細について、担当課長から説明させますので、よろしくご審議の上、ご決定をお願

い致します。 

 

●議長 

 まちづくり課長。 

 

●まちづくり課長 

 議会出席大変お疲れさまでございます。 

 それでは、私の方から議案第１０号につきまして、定例会資料の７頁により説明をさ

せて頂きます。 

 ７頁をお開き下さい。 

 今回の変更につきましては、今ほど副町長より説明のありました新規事業の実施及び

既掲載事業の名称変更に伴う改正でございます。 

 「１．基本的な事項」の「（4）地域の自立促進の基本方針」「ク．その他地域の自

立促進に関し必要な事項」に、「⑥町有物件解体事業」を追加しております。 

 ８頁をお開き下さい。 

 「２．産業の振興」「（3）計画」では、表の中になりますが、「（1）基盤整備」の

「農業」において、「基幹水利ストックマネージメント事業」を、国の補助実施要綱の

変更に伴い、「水利施設整備事業（基幹水利施設保全型）（奈井江瑞穂地区）」に改め

ると共に、「（3）経営近代化施設」の「農業」では、高島南地区など、４地区で掲載

をしておりました「農地集積加速化基盤整備事業」について、同様の理由から、「農地

整備事業（経営体育成型）」に事業名称を変更するとともに、新たに「厳島南地区」を

追加してございます。  ９頁をご覧下さい。 
 「４．生活環境の整備」では、旧流域下水道事務所など、町有物件解体事業の実施に

伴いまして、「（1）現況と問題点」の「③環境衛生」で、「また、老朽化した危険建

物を解体撤去し、景観や環境の保全とともに住民が安全・安心に暮らすことができる地

域社会の実現を図る必要がある。」を加筆すると共に、「（2）その対策」においても、

⑱を追加してございます。  １０頁をお開き下さい。  「（3）計画」におきましても、表内に追加した「（6）過疎地域自立促進特別事業」欄に町有物件の解体事業を掲載してございます。 
 次に「５．高齢者等の保健・福祉の向上および増進」「（3）計画」では、表内にな

りますが、「（1）高齢者福祉施設」の「その他」に、「老人総合福祉施設整備事業特

殊浴槽更新」を登載してございます。  １１頁をご覧下さい。 
 「８．地域文化の振興等」「（2）その対策」では、「④」において、「（仮称）地

域活性ホール」を「交流プラザみなクル」に変更すると共に、「⑤老朽化が進んでいる



 

文化ホールの改修工事を行い、施設の長寿命化を図る。」を追加してございます。 

 また、これに合わせまして「（3）計画」の表中、「（1）地域文化振興施設等」の

「地域文化振興施設」欄に「文化ホール大規模改修工事」を追加すると共に「その他」

欄の「（仮称）地域活性化ホール」を「交流プラザみなクル」に変更してございます。  １２頁をお開き下さい。 
 こちらでは、事業計画のうち、過疎地域自立促進特別事業分を記載してございますが、

「３生活環境の整備」の欄に「町有物件解体事業」を追加してございます。 

 以上、過疎地域自立促進市町村計画の変更について、説明を致しました。 

 よろしくご審議の上、ご決定をお願い致します。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第１０号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                               

                                       

日程第日程第日程第日程第７７７７    議案第議案第議案第議案第１１１１１１１１号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決     （１０時２５分） 

 

●議長 

 日程第７、議案第１１号「固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ

とについて」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 



 

 町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長 

 皆さん、おはようございます。 

 定例会、大変ご苦労さまでございます。 

 今、提案ございました議案第１１号でございますが、固定資産評価審査委員会委員の

選任について同意を求めることについてでございますが、固定資産評価審査委員会委員

であります、三角敏夫氏が平成２５年６月３０日付けをもちまして任期満了となります

ので、笹木謙一郎氏を選任いたしたく地方税法第４２３条第３項の規定によりまして、

町議会の同意を求めるところでございます。 

 平成２５年６月１８日提出。 

 なお、履歴等については、次頁に記載されておりますので、よろしくお願い申し上げ

るところでございます。 

 

●議長 

 人事案件ですので、特に質疑があれば発言を許します。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第１１号を採決します。 

 本案は、これに同意することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、これに同意することに決定しました。 

                               

                                       



 

日程第日程第日程第日程第８８８８、、、、９９９９    ２２２２請願請願請願請願のののの報告報告報告報告            

 

●議長 

 日程第８、請願第１号「札幌航空交通管制部の存続・充実を求める意見書の採択を求

める請願書」 

 日程第９、請願第２号「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１/２への復元、「３

０人以下学級」の実現をめざす教職員定数改善、就学保障充実など2014年度国家予算編

成における教育予算確保・拡充に向けた意見書の採択を求める請願書」 

 以上、２請願を一括議題とします。 

 ２請願につきましては、まちづくり常任委員長より、審査報告書が議長に提出されて

おります。 

 常任委員会報告書について委員長の発言を許します。 

 森山議員。 

 

（まちづくり常任委員長 登壇） 

 

●８番 

 まちづくり常任委員会審査報告書。 

 まちづくり常任委員会の審査報告を致します。 

 ６月１８日本会議において付託されました、請願第１号「札幌航空交通管制部の存

続・充実を求める意見書の採択を求める請願書」及び、請願第２号「義務教育費国庫負

担制度堅持・負担率１/２への復元、「３０人以下学級」の実現をめざす教職員定数改

善、就学保障充実など2014年度国家予算編成における教育予算確保・拡充に向けた意見

書の採択を求める請願書」の審査を、１８日 役場３階議員控室にて委員会を開催し審

査を行い、結果を得ましたので、そのご報告を申し上げます。 

 請願第１号については、補佐人として、国土交通労働組合 北海道航空支部 書記長 

村山

むらやま
 弘史

ひろふみ
氏 及び執行委員 空

く
閑

が
 和子

かずこ
氏、請願第２号については、北海道教職員組合 

奈井江支会 書記長 佐藤

さとう
 郁子

いくこ
氏が同席され、紹介議員からの現状等の説明を受けた後、

質疑を行い、慎重かつ熱心に審査を行い、採択すべきものと決定しました。 

 なお、請願の採択に伴う意見書(案)・札幌航空交通管制部の存続・充実を求める意見

書（案）、及び、義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１/２への復元、「３０人以下

学級」の実現をめざす教職員定数改善、就学保障充実など2014年度国家予算編成におけ

る教育予算確保・拡充に向けた意見書(案)につきましても、審議したことをご報告申し

上げます。 

 以上、まちづくり常任委員会の報告と致します。 

    

                                       



 

請願第請願第請願第請願第１１１１号号号号のののの討論討論討論討論・・・・採択採択採択採択               

    

●議長 

 請願第１号「札幌航空交通管制部の存続・充実を求める意見書の採択を求める請願

書」に対する討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 請願第１号を採決します。 

 本請願に対する委員長の報告は採択であります。 

 本請願は委員長の報告のとおり採択することに、ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本請願は委員長の報告のとおり採択することに決定致しました。 

                                       

請願第請願第請願第請願第２２２２号号号号のののの討論討論討論討論・・・・採択採択採択採択                

 

●議長 

 請願第２号「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１/２への復元、「３０人以下学

級」の実現をめざす教職員定数改善、就学保障充実など2014年度国家予算編成における

教育予算確保・拡充に向けた意見書の採択を求める請願書」に対する討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 請願第２号を採決します。 

 本請願に対する委員長の報告は採択であります。 

 本請願は委員長の報告のとおり採択することに、ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 



 

 本請願は委員長の報告のとおり採択することに決定しました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１０１０１０１０    意見案第意見案第意見案第意見案第１１１１号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決                （１０時３２分）    

 

●議長 

 日程第１０、意見案第１号「札幌航空交通管制部の存続・充実を求める意見書」を議

題とします。 

 事務局長に朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

（意見案第１号）朗読 

 

●議長 

 本案に対する質疑を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 意見案第１号を採決します。 

 本案は、提案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、提案のとおり可決されました。 

 

                                       

日程第日程第日程第日程第１１１１１１１１    意見案第意見案第意見案第意見案第２２２２号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決                （１０時３４分）    

 



 

●議長 

 日程第１１、意見案第２号「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１/２への復元、

「３０人以下学級」の実現をめざす教職員定数改善、就学保障充実など2014年度国家予

算編成における教育予算確保・拡充に向けた意見書」を議題とします。 

 事務局長に朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

（意見案第２号）朗読 

 

●議長 

 本案に対する質疑を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 意見案第２号を採決します。 

 本案は、提案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、提案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１２１２１２１２、、、、会議案第会議案第会議案第会議案第１１１１号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・承認承認承認承認                                        （１０時３８分） 

 

●議長 

 日程第１２、会議案第１号「議員の派遣承認について」を議題とします。 

 事務局長に朗読させます。 

 事務局長。 



 

 

●事務局長 

（会議案第１号）朗読 

 

●議長 

 本案は、提案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、提案のとおり承認することに決定しました。 

        

                                       

日程第日程第日程第日程第１３１３１３１３、、、、調査第調査第調査第調査第１１１１号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・付託付託付託付託                                            （１０時３９分） 

 

●議長 

 日程第１３、調査第１号「議会運営委員会の調査の付託について」を議題とします。 

 事務局長に朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

（調査第１号）朗読 

 

●議長 

 本案は、議会運営委員会に付託することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、議会運営委員会に付託することに決定しました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１４１４１４１４、、、、調査第調査第調査第調査第２２２２号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・付託付託付託付託           （１０時４０分） 

 

●議長 

 日程第１４、調査第２号「所管事務調査の付託について」を議題とします。 

 事務局長に朗読させます。 



 

 事務局長。 

 

●事務局長 

（調査第２号）朗読 

 

●議長 

 本案は、まちづくり常任委員会に付託することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、まちづくり常任委員会に付託することに決定しました。 

                                       

                                       

閉会閉会閉会閉会    

 

●議長 

 以上で、本定例会に付議された案件の審議は、全部終了しました。 

 平成２５年奈井江町議会第２回定例会を閉会します。 

 皆さん大変、ご苦労さまでした。 

 

                                       

                               （１０時４２分） 

 

 

 


